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１．調査概要 
 

１ 調査の目的 

本調査は、満18歳以上の住民を対象に、男女共同参画についての住民の意識や実態の把握、ま

た、男女共同参画について町内の事業所における取組や制度などについて把握し、両調査結果を

「第２次佐川町男女共同参画計画」の策定に向けての基礎資料とするとともに、今後の佐川町の

男女共同参画に関する施策に反映させていくことを目的としている。 

２ 調査の実施要領 

（1）男女共同参画に関する住民意識調査 

① 調査対象  町内在住の満18歳以上の男女 

② 抽出方法  住民基本台帳より無作為抽出 

③ 調査方法  郵送による配布・回収 

④ 調査期間  平成30年９月27日～10月18日 

⑤ 配布数   1,000件 

⑥ 有効回答数 381件(女性213件、男性162件、無回答6件) 

⑦ 有効回収率 38.1％ 

（2）男女共同参画に関する事業所実態調査 

① 調査対象  町内に事業所を有する企業・事業所 

② 抽出方法  町が所有する法人情報を基にした無作為抽出 

③ 調査方法  郵送による配布・回収 

④ 調査期間  平成30年９月27日～10月18日 

⑤ 配布数   100件 

⑥ 有効回答数 57件 

⑦ 有効回収率 57.0％ 

３ 集計にあたって 

回答は、回答数を分母とした百分率（％）で表し、小数点以下第２位を四捨五入して表記して

いるため、単一回答で合計が100％にならない場合がある。複数回答で合計が100％を超える場合

がある。 

性別・年代別等の集計結果については、性別・年齢の無回答を除いて表記しているため、合計

が全体と一致しない場合がある。 

また、性別・年代別以外のクロス集計結果から、傾向のみられる点を追記している。 

前回調査とは平成24年度実施の佐川町男女共同参画に関する住民意識調査のことである。 



２ 

２．男女共同参画に関する住民意識調査 
 

１ あなたご自身（ご回答者）のこと 

問１ あなたのお住まいの地区はどちらですか。 

全体では、「佐川地区」が55.1％と最も多く、「斗賀野地区」が22.0％、「加茂地区」が8.1％、

「黒岩地区」が7.9％、「尾川地区」が5.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「斗賀野地区」は前回（17.3％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの性別をお答えください。 

全体では、「男性」が42.5％、「女性」が55.9％で「女性」がやや多い。 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「女性」は前回（58.9％）よりやや少ない。 

 

 

 

 

 

 

問１　居住地区〔％〕

N =

381 55.1 22.0 7.9 5.2 8.1 1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

佐川地区 斗賀野地区 黒岩地区 尾川地区 加茂地区 無 回 答

全体 佐川地区 斗賀野地区 黒岩地区 尾川地区 加茂地区 無回答
399 217 69 33 32 41 7

100.0 54.4 17.3 8.3 8.0 10.3 1.8

381 210 84 30 20 31 6

100.0 55.1 22.0 7.9 5.2 8.1 1.6

問１．居住地区

前回

今回

全体 男性 女性 無回答
399 160 235 4

100.0 40.1 58.9 1.0

381 162 213 6

100.0 42.5 55.9 1.6

問２．性別

前回

今回

問２　性別〔％〕

N =

381 42.5 55.9 1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 女性 無 回 答



３ 

問３ あなたの年齢をお答えください。 

全体では、「50～59歳」が20.7％、「40～49歳」が19.7％と多く、「30～39歳」と「70歳以上」が

ともに16.0％で続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「70歳以上」が前回（33.8％）より少なく、「30～39歳」と「40～49歳」

は前回（8.5％、9.0％）より多い。 

 

 

 

 

 

※前回は 20～24歳と 25～29歳、今回は 18～29歳で集計 

 

 

問４ あなたの職業をお答えください。 

全体では、「パート・アルバイト・派遣等」と「無職」がともに15.2％、「会社員（その他）」が

14.2％、「公務員」が11.0％と続いている。 

年代別では、18～29歳は「学生」が38.3％、40～49歳は「会社員（その他）」が22.7％、70歳以

上は「無職」が60.7％と多い。 

男女別では、男性は「会社員（その他）」と「無職」がともに18.5％と多く、女性は「パート・

アルバイト・派遣等」が22.1％と多い。「会社員（技術職）」は男性で13.6％、女性で4.7％と男性

の方が多い。 

世帯構成別では、夫婦ふたり暮らしで「専業主婦・主夫」が18.3％と多い。 

 

 

問３　年齢〔％〕

N =

381 12.3 16.0 19.7 20.7 13.9 16.0 1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無 回 答

全体 20～24歳 25～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答
399 16 8 34 36 70 96 135 4

100.0 4.0 2.0 8.5 9.0 17.5 24.1 33.8 1.0

381 ※ ※47 61 75 79 53 61 5

100.0 ※ ※12.3 16.0 19.7 20.7 13.9 16.0 1.3

問３．年齢

前回

今回



４ 

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

3.9

9.3

0.0

1.6

0.0

2.8

2.4

4.3

0.9

1.6

2.5

0.9

0.3

0.6

0.0

7.6

4.9

9.9

8.4

13.6

4.7

14.2

18.5

11.3

11.0

11.7

10.8

15.2

6.8

22.1

6.3

0.6

10.8

4.7

4.9

4.7

15.2

18.5

12.7

5.8

3.7

7.5

1.8

0.0

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「専業主婦・主夫」と「無職」は前回（13.0％、29.1％）より少なく、「会

社員（その他）」、「公務員」と「パート・アルバイト・派遣など」は前回（9.3％、6.3％、11.0％）

より多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体
農林水産業の

自営業主

農林水産業の

家族従事者

商工・サービ

ス業の自営業

主

商工・サービ

ス業の家族従

事者

自由業（開業

医・弁護士・芸

術家など）

会社員（事務

職）

会社員（技術

職）

399 21 8 15 6 3 14 27

100.0 5.3 2.0 3.8 1.5 0.8 3.5 6.8

381 15 6 9 6 1 29 32

100.0 3.9 1.6 2.4 1.6 0.3 7.6 8.4

前回

今回

問４．職業

会社員（その

他）
公務員

パート・アルバ

イト・派遣など

専業主婦・主

夫
学生 無職 その他 無回答

37 25 44 52 3 116 23 5

9.3 6.3 11.0 13.0 0.8 29.1 5.8 1.3

54 42 58 24 18 58 22 7

14.2 11.0 15.2 6.3 4.7 15.2 5.8 1.8

前回

今回

問４　職業〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

3.9

2.1

1.6

4.0

1.3

5.7

9.8

1.6

3.3

1.9

4.9

2.4

2.1

1.3

2.5

3.8

4.9

1.6

2.1

2.7

3.8

0.3

1.6

7.6

6.4

8.2

14.7

7.6

7.5

8.4

12.8

14.8

13.3

6.3

3.8

14.2

19.1

14.8

22.7

17.7

9.4

11.0

4.3

23.0

12.0

20.3

1.9

15.2

8.5

21.3

20.0

22.8

11.3

3.3

6.3

2.1

4.9

2.5

22.6

9.8

4.7

38.3

15.2

2.1

1.6

2.7

5.1

24.5

60.7

5.8

4.9

6.7

10.1

5.7

4.9

1.8

1.9

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農林水産業の自営業主 農林水産業の家族従事者

商工・サービス業の自営業主 商工・サービス業の家族従事者

自由業（開業医・弁護士・芸術家等） 会社員（事務職）

会社員（技術職） 会社員（その他）

公務員 パート・アルバイト・派遣等

専業主婦・主夫 学生

無職 その他

無 回 答



５ 

男性 162

女性 213

62.3

54.9

29.0

25.8

8.6

18.8

0.0

0.5

問５ あなたは結婚していますか（事実婚を含む）。 

全体では、「既婚」が57.5％と多く、「未婚」が26.8％、「離別・死別」が14.2％と続いている。 

年代別では、「既婚」は50～59歳で73.4％と多く、「未婚」は18～29歳で85.1％、「離別・死別」

は60～69歳と70歳以上で25％前後と多い。 

男女別では、「既婚」は男性で62.3％、女性で54.9％と男性の方がやや多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「既婚」が前回（70.2％）より少なく、「未婚」は前回（12.8％）より多

い。 

 

 

 

 

 

 

全体 未婚 既婚 離別・死別 無回答

399 51 280 63 5

100.0 12.8 70.2 15.8 1.3

381 102 219 54 6

100.0 26.8 57.5 14.2 1.6

前回

今回

問５．未既婚

問５　未既婚〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

57.5

12.8

57.4

62.7

73.4

64.2

63.9

26.8

85.1

36.1

24.0

13.9

11.3

8.2

14.2

2.1

6.6

13.3

12.7

24.5

26.2

1.6

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

既婚 未婚 離別・死別 無 回 答



６ 

男性 101

女性 117

67.3

70.1

31.7

25.6

1.0

4.3

問６ （問５で１と回答した方に）共働きの状況についてお答えください。 

全体では、「共働きである」が68.5％と多く、「共働きではない」が28.8％である。 

年代別では、30・40・50歳代で「共働きである」が90％前後と多い。 

男女別では、「共働きではない」は男性で31.7％、女性で25.6％と男性の方がやや多い。 

性・年代別では、「共働きである」は男性の30～39歳で88.9％、女性の40～49歳で100％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「共働きである」が前回（51.4％）から特に増えている。 

 

 

 

 

 

 

全体
共働きであ
る

共働きでは
ない

無回答

280 144 117 19

100.0 51.4 41.8 6.8

219 150 63 6

100.0 68.5 28.8 2.7

問６．共働きの状況

前回

今回

問６　共働きの状況〔％〕

N =

全　　　体 219

18～29歳 6

30～39歳 35

40～49歳 47

50～59歳 58

60～69歳 34

70歳以上 39

68.5

66.7

88.6

91.5

87.9

41.2

17.9

28.8

33.3

11.4

8.5

12.1

55.9

69.2

2.7

2.9

12.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

共働きである 共働きではない 無 回 答



７ 

男性 162

女性 213

12.3

11.7

18.5

18.8

49.4

49.3

9.9

8.9

9.3

11.3

0.6

0.0

問７ 同居家族の構成についてお答えください。 

全体では、「親と子（二世代同居）」が48.6％と多く、「夫婦ふたり暮らし」が18.6％、「ひとり

暮らし」が11.8％と続いている。 

年代別では、「親と子（二世代同居）」が40～49歳で74.7％と多く、「ひとり暮らし」は年代が上

がると多くなり、70歳以上で23.0％である。 

性・年代別では、「親と子（二世代同居）」は男女ともに40～49歳で75％程度と多く、「夫婦ふた

り暮らし」は男性の70歳以上で42.9％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「夫婦ふたり暮らし」が前回（31.1％）から特に減っている。 

 

 

 

 

 

 

全体 ひとり暮らし
夫婦ふたり
暮らし

親と子（二世
代同居）

親と子と孫
など（三世代
以上同居）

その他 無回答

399 34 124 161 42 33 5

100.0 8.5 31.1 40.4 10.5 8.3 1.3

381 45 71 185 35 39 6

100.0 11.8 18.6 48.6 9.2 10.2 1.6

問７．同居家族の構成

前回

今回

問７　同居家族構成〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

11.8

6.4

6.6

9.3

10.1

17.0

23.0

18.6

2.1

9.8

5.3

30.4

24.5

37.7

48.6

57.4

52.5

74.7

43.0

37.7

26.2

9.2

14.9

11.5

5.3

10.1

11.3

4.9

10.2

19.1

19.7

5.3

6.3

7.5

8.2

1.6

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ひとり暮らし 夫婦ふたり暮らし

親と子（二世代同居） 親と子と孫等（三世代以上同居）

その他 無 回 答



８ 

問８ （問７で３～５と回答した方に）同居している子どもの有無についてお答えください。 

全体では、「高校生以上の子ども」が40.2％と最も多く、「同居している子どもはいない」が29.3％、

「未就学の子ども」が17.4％と続いている。 

年代別では、30～39歳で「未就学の子ども」が41.2％、「小学生の子ども」が31.4％と多く、50・

60歳代で「高校生以上の子ども」が60％を超えて多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「未就学の子どもがいる」が前回（10.2％）より多い。 

 

 

 

 

 

問８　同居している子ども有無〔％・複数回答〕
N = 259

％

未就学の子ども

小学生の子ども

中学生の子ども

高校生以上の子ども

同居している子どもはいな
い

無　回　答

17.4

15.4

12.7

40.2

29.3

4.2

16.3

4.7

4.7

34.9

44.2

2.3

41.2

31.4

17.6

7.8

29.4

3.9

17.2

26.6

28.1

40.6

25.0

4.3

4.3

6.4

66.0

21.3

6.4

13.3

3.3

60.0

26.7

3.3

8.3

4.2

41.7

33.3

16.7

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上

全体
未就学の子
どもがいる

小学生の子
どもがいる

中学生の子
どもがいる

高校生以上
の子どもが
いる

同居してい
る子どもは
いない

無回答

268 24 38 19 99 65 23

100.0 10.2 16.1 8.1 41.9 27.5 9.7

309 45 40 33 104 76 11

100.0 17.4 15.4 12.7 40.2 29.3 4.2

問８．同居している子ども

前回

今回



９ 

男性 162

女性 213

4.3

8.9

26.5

38.5

39.5

31.0

4.9

2.8

1.9

1.9

21.0

15.5

1.9

1.4

２ 男女平等意識 

問９ あなたは、今の佐川町の現状をみて、次にあげる各分野で、男女の地位は平等になっ

ていると思いますか。 

①家庭生活では 

全体では、『男性の方が優遇されている』（「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかと

いえば男性の方が優遇されている」の計、以下（ ）内省略）が39.6％と多く、「平等になってい

る」が34.1％、「わからない」が17.8％である。 

年代別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は50・60歳代と70歳以上で40％前

後と多い。 

男女別では、『男性の方が優遇されている』は女性で47.4％、男性で30.8％と女性の方が特に多

く、「平等になっている」は男性で39.5％、女性で31.0％と男性の方が多い。 

性・年代別では、「平等になっている」は40～49歳の男性で54.3％、女性で32.5％と男性の方が

多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が前回（34.3％）よりや

や少ない。 

 

 

 

 

 

全体

男性の方が非

常に優遇され

ている

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されてい

る

平等になって

いる

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されてい

る

女性の方が非

常に優遇され

ている

わからない 無回答

399 23 137 137 13 3 65 21

100.0 5.8 34.3 34.3 3.3 0.8 16.3 5.3

381 26 125 130 14 7 68 11

100.0 6.8 32.8 34.1 3.7 1.8 17.8 2.9

問９．①家庭生活では

前回

今回

問９　男女の地位①家庭生活では〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

6.8

4.3

9.8

5.3

11.4

5.7

3.3

32.8

21.3

29.5

26.7

39.2

39.6

41.0

34.1

42.6

34.4

42.7

25.3

30.2

34.4

3.7

3.3

5.3

6.3

1.9

3.3

1.8

2.1

4.9

1.3

1.9

1.6

17.8

29.8

18.0

18.7

13.9

20.8

11.5

2.9

1.3

2.5

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無 回 答



１０ 

男性 162

女性 213

4.3

4.7

26.5

35.2

30.9

32.9

4.9

5.2

3.1

0.5

25.9

18.3

4.3

3.3

②職場では 

全体では、「平等になっている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」がともに30％

台と多く、「わからない」が21.5％と続いている。 

年代別では、『男性の方が優遇されている』が60～69歳で45.3％と多く、「平等になっている」

が18～29歳で40.4％と多い。 

男女別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は女性で35.2％、男性で26.5％と

女性の方が多い。 

性・年代別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は50～59歳の女性で43.2％、

男性で25.7％と女性の方が多い。「わからない」は70歳以上の男性で35.7％と多い。 

世帯構成別では、親と子と孫等（三世代以上同居）で「平等になっている」が42.9％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「平等になっている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」

が前回（23.6％、2.3％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

全体

男性の方が非

常に優遇され

ている

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されてい

る

平等になって

いる

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されてい

る

女性の方が非

常に優遇され

ている

わからない 無回答

399 19 124 94 9 0 112 41

100.0 4.8 31.1 23.6 2.3 0.0 28.1 10.3

381 17 118 120 19 6 82 19

100.0 4.5 31.0 31.5 5.0 1.6 21.5 5.0

問９．②職場では

前回

今回

問９　男女の地位②職場では〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

4.5

6.4

3.3

5.3

3.8

3.8

4.9

31.0

23.4

27.9

36.0

35.4

41.5

21.3

31.5

40.4

36.1

34.7

38.0

22.6

18.0

5.0

6.4

9.8

4.0

3.8

5.7

1.6

1.6

1.6

2.7

3.8

21.5

19.1

21.3

17.3

13.9

20.8

41.0

5.0

4.3

1.3

5.7

13.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無 回 答



１１ 

問９　男女の地位③学校教育の場では〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

1.3

1.9

0.9

9.2

6.2

11.7

38.3

39.5

38.5

3.4

5.6

1.9

0.0

0.0

0.0

41.5

42.6

41.3

6.3

4.3

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無 回 答

③学校教育の場では 

全体では、「平等になっている」と「わからない」が40％前後回答されている。 

年代別では、「平等になっている」が40・50歳代で50％前後と多く、30～39歳と60～69歳で25％

前後と少ない。18～29歳で「どちらかといえば男性の方が優遇されている」と「どちらかといえ

ば女性の方が優遇されている」がともに10.6％回答されている。 

性・年代別では、「平等になっている」は男性の50～59歳で57.1％、女性の18～29歳で51.7％と

多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「平等になっている」は前回（41.6％）よりやや少ない。 

 

 

 

 

 

 

全体

男性の方が非

常に優遇され

ている

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されてい

る

平等になって

いる

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されてい

る

女性の方が非

常に優遇され

ている

わからない 無回答

399 7 26 166 9 0 147 44

100.0 1.8 6.5 41.6 2.3 0.0 36.8 11.0

381 5 35 146 13 - 158 24

100.0 1.3 9.2 38.3 3.4 - 41.5 6.3

問９．③学校教育の場では

前回

今回

問９　男女の地位③学校教育の場では〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

1.3

2.1

1.3

2.5

1.9

9.2

10.6

13.1

10.7

5.1

13.2

4.9

38.3

46.8

26.2

45.3

51.9

24.5

32.8

3.4

10.6

3.3

2.7

1.3

3.8

1.6

41.5

27.7

55.7

37.3

36.7

52.8

42.6

6.3

2.1

1.6

2.7

2.5

3.8

18.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無 回 答



１２ 

男性 162

女性 213

3.7

1.9

18.5

28.2

37.0

32.4

4.9

5.6

1.9

0.5

30.2

28.2

3.7

3.3

④地域活動の中では 

全体では、「平等になっている」が33.9％と多く、「わからない」が28.9％、「どちらかといえば

男性の方が優遇されている」が23.6％と続いている。 

年代別では、70歳以上で「平等になっている」が42.6％と多く、30～39歳と50～59歳で「わか

らない」が35％を超えて多い。 

男女別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は女性で28.2％、男性で18.5％と

女性の方が多い。 

性・年代別では、「平等になっている」は70歳以上の男性で57.1％、女性で30.3％と男性の方が

多い。 

職業別では、「平等になっている」が専業主婦・主夫で54.2％、学生で44.4％と多い。「どちら

かといえば男性の方が優遇されている」が農林水産業の家族従事者で50.0％、公務員で35.7％と

多い。 

世帯構成別では、「平等になっている」が親と子と孫等（三世代以上同居）で45.7％と多く、ひ

とり暮らしで17.8％と少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「どちらかといえば女性の方が優遇されている」が前回（2.8％）よりや

や多い。 

 

 

 

 

 

 

全体

男性の方が非

常に優遇され

ている

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されてい

る

平等になって

いる

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されてい

る

女性の方が非

常に優遇され

ている

わからない 無回答

399 11 102 125 11 0 112 38

100.0 2.8 25.6 31.3 2.8 0.0 28.1 9.5

381 10 90 129 20 4 110 18

100.0 2.6 23.6 33.9 5.2 1.0 28.9 4.7

問９．④地域活動の中では

前回

今回

問９　男女の地位④地域活動の中では〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

2.6

2.1

3.3

1.3

3.8

5.7

23.6

19.1

24.6

25.3

24.1

24.5

24.6

33.9

38.3

26.2

36.0

27.8

37.7

42.6

5.2

8.5

3.3

4.0

6.3

5.7

4.9

1.0

2.1

1.6

2.7

28.9

25.5

41.0

29.3

35.4

22.6

18.0

4.7

4.3

1.3

2.5

3.8

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無 回 答



１３ 

問９　男女の地位⑤議会や政治の場では〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

13.4

10.5

16.0

42.5

34.0

50.2

11.5

18.5

6.6

0.8

1.2

0.5

0.0

0.0

0.0

28.6

34.0

24.9

3.1

1.9

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無 回 答

⑤議会や政治の場では 

全体では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が42.5％と多く、「男性の方が非常

に優遇されている」と合わせて『男性の方が優遇されている』は55.9％と多い。 

年代別では、「平等になっている」が50～59歳で22.8％と最も多い。 

男女別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は女性で50.2％、男性で34.0％と

女性の方が多い。 

性・年代別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は女性の60～69歳と40～49

歳で55.0％を超えて多く、男性の50～59歳で20.0％と少ない。「平等になっている」は男性の50

～59歳で37.1％と多い。 

職業別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が農林水産業の家族従事者で

66.7％、専業主婦・主夫で58.3％と多い。「平等になっている」が商工・サービス業の自営業主で

33.3％、公務員で23.8％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は前回（37.8％）よりや

や多い。 

 

 

 

 

 

 

 

全体

男性の方が非

常に優遇され

ている

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されてい

る

平等になって

いる

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されてい

る

女性の方が非

常に優遇され

ている

わからない 無回答

399 49 151 55 1 0 108 35

100.0 12.3 37.8 13.8 0.3 0.0 27.1 8.8

381 51 162 44 3 - 109 12

100.0 13.4 42.5 11.5 0.8 - 28.6 3.1

問９．⑤議会や政治の場では

前回

今回

問９　男女の地位⑤議会や政治の場では〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

13.4

14.9

16.4

13.3

19.0

13.2

3.3

42.5

40.4

42.6

46.7

34.2

45.3

50.8

11.5

10.6

4.9

13.3

22.8

7.5

6.6

0.8

2.1

2.7

28.6

31.9

36.1

24.0

22.8

32.1

31.1

3.1

1.3

1.9

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無 回 答



１４ 

問９　男女の地位⑥法律や制度の上では〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

6.6

3.1

9.4

30.4

21.0

38.5

27.6

35.8

22.1

2.1

3.7

0.9

0.5

1.2

0.0

28.6

32.1

26.3

4.2

3.1

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無 回 答

⑥法律や制度の上では 

全体では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が30.4％と多く、「平等になってい

る」と「わからない」が28％前後で続いている。 

年代別では、「平等になっている」が50～59歳で34.2％と最も多い。『男性の方が優遇されてい

る』が40～49歳で45.4％と多い。 

男女別では、『男性の方が優遇されている』は女性で47.9％、男性で24.1％と女性の方が特に多

い。 

性・年代別では、「平等になっている」は男性の50～59歳と70歳以上で45％前後と多い。「どち

らかといえば男性の方が優遇されている」は女性の60～69歳で53.8％、40～49歳で47.5％と多く、

「男性の方が非常に優遇されている」は女性の40～49歳で15.0％回答されている。 

職業別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が農林水産業の家族従事者で

50.0％、パート・アルバイト・派遣等で43.1％と多い。「平等になっている」が商工・サービス業

の自営業主で44.4％、公務員で42.9％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「平等になっている」は前回（32.1％）よりやや少なく、「どちらかとい

えば男性の方が優遇されている」が前回（25.8％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

 

全体

男性の方が非

常に優遇され

ている

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されてい

る

平等になって

いる

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されてい

る

女性の方が非

常に優遇され

ている

わからない 無回答

399 24 103 128 14 1 95 34

100.0 6.0 25.8 32.1 3.5 0.3 23.8 8.5

381 25 116 105 8 2 109 16

100.0 6.6 30.4 27.6 2.1 0.5 28.6 4.2

前回

今回

問９．⑥法律や制度の上では

問９　男女の地位⑥法律や制度の上では〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

6.6

8.5

6.6

10.7

6.3

3.8

3.3

30.4

25.5

27.9

34.7

34.2

35.8

24.6

27.6

29.8

19.7

25.3

34.2

28.3

29.5

2.1

2.1

3.3

4.0

1.3

1.9

0.5

3.3

28.6

34.0

39.3

24.0

22.8

26.4

31.1

4.2

1.3

1.3

3.8

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無 回 答



１５ 

問９　男女の地位⑦社会通念やしきたり・慣習では〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

13.6

13.0

14.6

50.1

43.8

56.3

13.4

17.3

10.8

1.6

1.9

1.4

0.0

0.0

0.0

17.6

21.6

14.6

3.7

2.5

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無 回 答

⑦社会通念やしきたり・慣習では 

全体では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が50.1％と半数を占め、「わからな

い」と「平等になっている」が15％前後で続いている。 

年代別では、『男性の方が優遇されている』が50・60歳代で70％近くと多い。 

男女別では、『男性の方が優遇されている』は女性で70.9％、男性で56.8％と女性の方が特に多

い。 

性・年代別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は60～69歳の女性で76.9％と

男性の46.2％より特に多い。 

職業別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が専業主婦・主夫で62.5％、会社

員（事務職）で62.1％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が非

常に優遇されている」が前回（10.5％、48.9％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

 

全体

男性の方が非

常に優遇され

ている

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されてい

る

平等になって

いる

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されてい

る

女性の方が非

常に優遇され

ている

わからない 無回答

399 42 195 56 9 0 67 30

100.0 10.5 48.9 14.0 2.3 0.0 16.8 7.5

381 52 191 51 6 - 67 14

100.0 13.6 50.1 13.4 1.6 - 17.6 3.7

前回

今回

問９．⑦社会通念やしきたり・慣習では

問９　男女の地位⑦社会通念やしきたり・慣習では〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

13.6

19.1

16.4

14.7

15.2

9.4

8.2

50.1

38.3

47.5

50.7

54.4

60.4

50.8

13.4

17.0

11.5

13.3

13.9

11.3

14.8

1.6

4.3

4.9

1.3

17.6

21.3

19.7

20.0

15.2

13.2

18.0

3.7

1.3

5.7

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無 回 答



１６ 

問９　男女の地位⑧社会全体としては〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

7.6

4.9

9.9

51.4

46.9

56.3

16.3

21.6

12.7

1.8

3.1

0.9

0.0

0.0

0.0

19.2

21.0

17.8

3.7

2.5

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無 回 答

⑧社会全体としては 

全体では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が51.4％と半数以上を占め、「わか

らない」が19.2％、「平等になっている」が16.3％と続いている。 

年代別では、40・50・60歳代で『男性の方が優遇されている』が65％前後と多い。 

男女別では、『男性の方が優遇されている』は女性で66.2％、男性で51.8％と女性の方が多い。 

職業別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が農林水産業の家族従事者で

66.7％、専業主婦・主夫で62.5％と多い。「平等になっている」が商工・サービス業の自営業主と

商工・サービス業の家族従事者でともに33.3％回答されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「平等になっている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」

は前回（19.0％、3.3％）より少なく、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」と「男性

の方が非常に優遇されている」は前回（46.9％、6.0％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

 

全体

男性の方が非

常に優遇され

ている

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されてい

る

平等になって

いる

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されてい

る

女性の方が非

常に優遇され

ている

わからない 無回答

399 24 187 76 13 1 70 28

100.0 6.0 46.9 19.0 3.3 0.3 17.5 7.0

381 29 196 62 7 - 73 14

100.0 7.6 51.4 16.3 1.8 - 19.2 3.7

前回

今回

問９．⑧社会全体としては

問９　男女の地位⑧社会全体としては〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

7.6

6.4

6.6

8.0

11.4

9.4

3.3

51.4

40.4

49.2

56.0

57.0

54.7

50.8

16.3

19.1

16.4

17.3

12.7

13.2

21.3

1.8

2.1

1.6

1.3

1.3

3.8

1.6

19.2

31.9

23.0

17.3

16.5

15.1

16.4

3.7

3.3

1.3

3.8

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無 回 答



１７ 

問 10 社会にはいろいろな面で男女不平等があるといわれていますが、不平等が生じる原

因はどこにあると思いますか。 

全体では、「男女の役割についての固定観念」が65.9％と最も多く、「社会通念やしきたり・慣

習」が53.8％、「男女の身体的・生理的な違い」が46.5％と続いている。 

年代別では、「男女の役割についての固定観念」が18～29歳と40～49歳で70％を超えて多く、「社

会通念やしきたり・慣習」が60～69歳で69.8％、「働く上での有利・不利」が18～29歳、40～49

歳と60～69歳で50％前後と多い。 

男女別では、「男女の役割についての固定観念」、「法律や制度上の差」と「男女差の自覚やお互

いの理解の不足」は女性で72.3％、22.5％、50.7％、男性で59.3％、13.0％、39.5％といずれも

女性の方が多い。 

性・年代別では、男性の18～29歳で「男女の役割についての固定観念」が83.3％、「働く上での

有利・不利」が61.1％と多く、60～69歳で「社会通念やしきたり・慣習」が69.2％と多い。女性

は40～49歳で「男女の役割についての固定観念」が80.0％、50～59歳で「男女差の自覚やお互い

の理解の不足」が63.6％と多い。 

職業別では、「男女の役割についての固定観念」は専業主婦・主夫で83.3％、公務員で78.6％と

多く、「社会通念やしきたり・慣習」は専業主婦・主夫で75.0％、会社員（事務職）で69.0％と多

い。 

世帯構成別では、親と子と孫等（三世代以上同居）で「働く上での有利・不利」が51.4％とや

や多い。 

 

 



１８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10　不平等が生じる原因〔％・複数回答〕
N = 381

％

男女の身体的・生理的な
違い

男女の役割についての固
定観念

社会通念やしきたり・慣習

法律や制度上の差

働く上での有利・不利

男女差の自覚やお互いの
理解の不足

その他

男女不平等な点はない

わからない

無　回　答

46.5

65.9

53.8

18.1

41.5

45.1

0.3

0.5

6.0

2.6

53.2

72.3

42.6

17.0

51.1

46.8

2.1

2.1

52.5

65.6

55.7

19.7

36.1

47.5

8.2

37.3

70.7

50.7

18.7

46.7

41.3

8.0

48.1

65.8

55.7

13.9

36.7

51.9

1.3

5.1

2.5

54.7

66.0

69.8

26.4

47.2

47.2

1.9

3.8

41.0

60.7

52.5

16.4

37.7

39.3

1.6

9.8

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上



１９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「男女の役割についての固定観念」と「男女差の自覚やお互いの理解の不

足」が前回（56.9％、36.6％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女不平等な

点はない
わからない 無回答

11 36 12

2.8 9.0 3.0

2 23 10

0.5 6.0 2.6

前回

今回

全体

男女の身体

的・生理的な

違い

男女の役割に

ついての固定

観念

社会通念やし

きたり・慣習

法律や制度上

の差

働く上での有

利・不利

男女差の自覚

やお互いの理

解の不足

その他

399 181 227 208 62 163 146 4

100.0 45.4 56.9 52.1 15.5 40.9 36.6 1.0

381 177 251 205 69 158 172 1

100.0 46.5 65.9 53.8 18.1 41.5 45.1 0.3

問10．男女不平等が生じる原因

前回

今回

問10　不平等が生じる原因〔％・複数回答〕
N = 381

％

男女の身体的・生理的な違
い

男女の役割についての固
定観念

社会通念やしきたり・慣習

法律や制度上の差

働く上での有利・不利

男女差の自覚やお互いの
理解の不足

その他

男女不平等な点はない

わからない

無　回　答

46.5

65.9

53.8

18.1

41.5

45.1

0.3

0.5

6.0

2.6

48.1

59.3

53.7

13.0

43.8

39.5

0.0

1.2

8.0

1.9

46.5

72.3

54.9

22.5

40.8

50.7

0.5

0.0

4.7

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 男性 女性



２０ 

男性 162

女性 213

1.2

0.0

2.5

2.8

1.9

5.6

26.5

24.9

54.9

54.5

10.5

10.8

2.5

1.4

３ 職業生活 

問 11 女性が仕事をすること（会社等で働くこと）について、あなたはどのように思いま

すか。 

全体では、「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」が54.6％と多く、「子どもがで

きたら退職して、成長したら再び仕事に就く方がよい」が25.5％、「その他」が10.5％と続いてい

る。 

年代別では、60～69歳で「子どもができたら退職して、成長したら再び仕事に就く方がよい」

が35.8％と最も多い。 

同居している子どもの有無別では、小学生の子どもがいる家庭で「子どもができても、ずっと

仕事を続ける方がよい」は45.0％と少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」が前回（43.6％）よ

り多く、「結婚するまでは、仕事をした方がよい」と「子どもができるまでは、仕事をした方がよ

い」が前回（5.3％、9.3％）より少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

全体

女性は仕事を

しない方がよ

い

結婚するまで

は、仕事をした

方がよい

子どもができ

るまでは、仕

事をした方が

よい

子どもができ

たら退職して、

子どもが成長

したら再び仕

事に就く方が

よい

子どもができ

ても、ずっと仕

事を続ける方

がよい

その他 無回答

399 1 21 37 115 174 33 18

100.0 0.3 5.3 9.3 28.8 43.6 8.3 4.5

381 2 10 17 97 208 40 7

100.0 0.5 2.6 4.5 25.5 54.6 10.5 1.8

問11．女性が仕事をすることについて

前回

今回

問11　女性が仕事をすることについて〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

0.5

1.3

1.3

2.6

4.9

2.7

3.8

1.9

1.6

4.5

4.3

3.3

5.3

1.3

5.7

6.6

25.5

27.7

23.0

24.0

19.0

35.8

27.9

54.6

53.2

50.8

57.3

57.0

49.1

57.4

10.5

14.9

14.8

9.3

13.9

5.7

4.9

1.8

3.3

3.8

1.9

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性は仕事をしない方がよい 結婚するまでは、仕事をした方がよい

子どもができるまでは、仕事をした方がよい 子どもができたら退職して、成長したら再び仕事に就く方がよい

子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい その他

無 回 答



２１ 

問 12 あなたは、女性が働く上で、支障となることはどのようなことだと思いますか。 

全体では、「家事の負担が大きいこと」が68.0％と多く、「夫や子どもの世話の負担が大きいこ

と」が56.4％、「高齢者等家族の世話の負担が大きいこと」が36.0％と続いている。 

年代別では、18～29歳で「家事の負担が大きいこと」と「夫や子どもの世話の負担が大きいこ

と」が70％を超えて多く、30～39歳で「保育所等育て支援体制が十分ではないこと」が34.4％、

60～69歳で「高齢者等家族の世話の負担が大きいこと」が50.9％と多い。 

男女別では、「高齢者等家族の世話の負担が大きいこと」は女性で43.2％、男性で27.8％と女性

の方が特に多く、「女性の就職先自体が少ないこと」は男性で23.5％、女性で16.4％と男性の方が

やや多い。 

性・年代別では、男性の18～29歳で「夫や子どもの世話の負担が大きいこと」が77.8％、70歳

以上で「高齢者等家族の世話の負担が大きいこと」が46.4％と多く、女性でも「高齢者等家族の

世話の負担が大きいこと」は50・60歳代で55％を超え、18～29歳で「職場で男女差別があること」

が24.1％、「職場での結婚・出産退職の慣例があること」が31.0％と多い。 

職業別では、「家事の負担が大きいこと」は農林水産業の家族従事者と学生でともに83.3％と多

く、「夫や子どもの世話の負担が大きいこと」は会社員（事務職）で75.9％、学生で72.2％、専業

主婦・主夫で66.7％と多い。「保育所等子育て支援体制が十分ではないこと」は公務員で45.2％、

学生で38.9％と多い。 

 



２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12　女性が働く上で、支障となること〔％・複数回答〕
N = 381

％

家事の負担が大きいこと

夫や子どもの世話の負担
が大きいこと

高齢者等家族の世話の
負担が大きいこと

夫や子ども等の理解や協
力がないこと

職場で男女差別があるこ
と

職場での結婚・出産退職
の慣例があること

夫の転勤や長時間労働

女性の就職先自体が少な
いこと

保育所等子育て支援体制
が十分ではないこと

老人福祉施設、介護サー
ビスを利用しにくいこと

その他

特にない

無　回　答

68.0

56.4

36.0

27.0

12.9

13.4

16.0

19.2

25.7

10.8

3.4

4.5

1.8

74.5

70.2

17.0

31.9

23.4

21.3

17.0

12.8

27.7

4.3

2.1

2.1

60.7

55.7

24.6

31.1

9.8

13.1

19.7

19.7

34.4

9.8

8.2

6.6

3.3

72.0

57.3

36.0

32.0

13.3

17.3

14.7

17.3

22.7

10.7

4.0

65.8

49.4

39.2

29.1

8.9

13.9

19.0

25.3

30.4

12.7

2.5

3.8

2.5

73.6

58.5

50.9

24.5

18.9

7.5

11.3

22.6

32.1

13.2

1.9

3.8

3.8

62.3

52.5

47.5

14.8

8.2

8.2

14.8

16.4

8.2

13.1

6.6

6.6

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上
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【前回調査との比較】「家事の負担が大きいこと」と「夫や子どもなどの理解や協力がないこと」

が前回（63.4％、20.6％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体
家事の負担が

大きいこと

夫や子どもの

世話の負担が

大きいこと

高齢者等家族

の世話の負担

が大きいこと

夫や子どもな

どの理解や協

力がないこと

職場で男女差

別があること

職場での結

婚・出産退職

の慣例がある

こと

夫の転勤や長

時間労働

399 253 213 140 82 49 48 50

100.0 63.4 53.4 35.1 20.6 12.3 12.0 12.5

381 259 215 137 103 49 51 61

100.0 68.0 56.4 36.0 27.0 12.9 13.4 16.0

問12．女性が働く上で支障となること

前回

今回

女性の就職先

自体が少ない

こと

保育所など子

育て支援体制

が十分ではな

いこと

老人福祉施

設、介護サー

ビスを利用し

にくいこと

その他
支障となること

は特にない
無回答

123 115 64 13 17 16

30.8 28.8 16.0 3.3 4.3 4.0

73 98 41 13 17 7

19.2 25.7 10.8 3.4 4.5 1.8

前回

今回

問12　女性が働く上で、支障となること〔％・複数回答〕
N = 381

％

家事の負担が大きいこと

夫や子どもの世話の負担が
大きいこと

高齢者等家族の世話の負
担が大きいこと

夫や子ども等の理解や協力
がないこと

職場で男女差別があること

職場での結婚・出産退職の
慣例があること

夫の転勤や長時間労働

女性の就職先自体が少な
いこと

保育所等子育て支援体制
が十分ではないこと

老人福祉施設、介護サービ
スを利用しにくいこと

その他

特にない

無　回　答

68.0

56.4

36.0

27.0

12.9

13.4

16.0

19.2

25.7

10.8

3.4

4.5

1.8

64.8

52.5

27.8

24.7

16.0

14.2

15.4

23.5

24.7

8.0

3.7

3.7

1.2

70.0

59.6

43.2

29.6

10.8

13.1

16.9

16.4

26.8

13.1

3.3

5.2

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 男性 女性



２４ 

男性 162

女性 213

32.1

26.3

42.0

48.8

1.2

0.5

22.8

18.3

1.9

6.1

問 13 職場での男女の扱いについては、平等になっていると思いますか。 

①募集・採用 

全体では、「ほぼ平等になっている」が45.7％と多く、「どちらかといえば男性の方が優遇され

ている」が29.1％、「わからない」が20.2％と続いている。 

年代別では、「ほぼ平等になっている」が18～29歳と30～39歳で55％前後と多い。 

男女別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は男性で32.1％、女性で26.3％と

男性の方が多い。 

性・年代別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は40～49歳の女性で42.5％、

男性で25.7％と女性の方が多い。 

職業別では、「ほぼ平等になっている」は公務員で73.8％、会社員（事務職）で65.5％と特に多

い。「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は商工・サービス業の家族従事者で50.0％、

農林水産業の自営業主で46.7％、商工・サービス業の自営業主で44.4％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「ほぼ平等になっている」が前回（38.1％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

 

全体

どちらかといえ

ば男性のほう

が優遇されて

いる

ほぼ平等に

なっている

どちらかといえ

ば女性のほう

が優遇されて

いる

わからない 無回答

399 119 152 9 87 32

100.0 29.8 38.1 2.3 21.8 8.0

381 111 174 3 77 16

100.0 29.1 45.7 0.8 20.2 4.2

問13．①募集・採用

今回

前回

問13　職場での男女の扱い①募集・採用〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

29.1

12.8

21.3

34.7

31.6

30.2

36.1

45.7

59.6

54.1

49.3

48.1

39.6

24.6

0.8

1.6

1.3

1.6

20.2

25.5

21.3

14.7

15.2

22.6

27.9

4.2

2.1

1.6

1.3

3.8

7.5

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば男性の方が優遇されている ほぼ平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無 回 答



２５ 

問13　職場での男女の扱い②賃金・昇給〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

41.2

37.0

43.7

36.7

38.9

36.2

0.3

0.6

0.0

17.3

21.6

13.6

4.5

1.9

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば男性の方が優遇されている ほぼ平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無 回 答

②賃金・昇給 

全体では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が41.2％と多く、「ほぼ平等になっ

ている」が36.7％、「わからない」が17.3％と続いている。 

年代別では、「ほぼ平等になっている」が18～29歳で59.6％と多い。 

性・年代別では、「ほぼ平等になっている」は30～39歳の男性で60.0％と多く、女性は30.0％と

特に少ない。 

職業別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は農林水産業の家族従事者で

66.7％、商工・サービス業の自営業主で65.5％、パート・アルバイト・派遣等で55.2％と多い。

「ほぼ平等になっている」は公務員で76.2％、商工・サービス業の家族従事者で50.0％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「ほぼ平等になっている」が前回（24.1％）より多く、「どちらかといえ

ば男性のほうが優遇されている」が前回（44.6％）よりやや少ない。 

 

 

 

 

 

 

全体

どちらかといえ

ば男性のほう

が優遇されて

いる

ほぼ平等に

なっている

どちらかといえ

ば女性のほう

が優遇されて

いる

わからない 無回答

399 178 96 0 85 40

100.0 44.6 24.1 0.0 21.3 10.0

381 157 140 1 66 17

100.0 41.2 36.7 0.3 17.3 4.5

問13．②賃金・昇給

前回

今回

問13　職場での男女の扱い②賃金・昇給〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

41.2

23.4

41.0

46.7

40.5

45.3

42.6

36.7

59.6

41.0

38.7

39.2

32.1

16.4

0.3

1.6

17.3

14.9

14.8

13.3

12.7

18.9

31.1

4.5

2.1

1.6

1.3

7.6

3.8

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば男性の方が優遇されている ほぼ平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無 回 答



２６ 

男性 162

女性 213

37.7

45.1

35.8

33.8

0.0

0.0

23.5

15.0

3.1

6.1

③昇進や昇格 

全体では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が42.0％と多く、「ほぼ平等になっ

ている」は34.4％、「わからない」が18.9％である。 

年代別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が60～69歳で54.7％と多い。 

性・年代別では、男性の30～39歳で「ほぼ平等になっている」が55.0％と多い。女性は18～29

歳で「ほぼ平等になっている」が51.7％、40～49歳で「どちらかといえば男性の方が優遇されて

いる」が65.0％と多い。 

職業別では、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は商工・サービス業の自営業主で

66.7％、パート・アルバイト・派遣等で55.2％と多い。「ほぼ平等になっている」は公務員で61.9％、

会社員（事務職）で55.2％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「ほぼ平等になっている」が前回（19.3％）より多く、「どちらかといえ

ば男性の方が優遇されている」が前回（47.6％）よりやや少ない。 

 

 

 

 

 

 

全体

どちらかといえ

ば男性のほう

が優遇されて

いる

ほぼ平等に

なっている

どちらかといえ

ば女性のほう

が優遇されて

いる

わからない 無回答

399 190 77 1 92 39

100.0 47.6 19.3 0.3 23.1 9.8

381 160 131 - 72 18

100.0 42.0 34.4 - 18.9 4.7

問13．③昇進や昇格

今回

前回

問13　職場での男女の扱い③昇進や昇格〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

42.0

36.2

37.7

42.7

41.8

54.7

37.7

34.4

42.6

41.0

41.3

38.0

20.8

21.3

18.9

19.1

19.7

14.7

13.9

17.0

31.1

4.7

2.1

1.6

1.3

6.3

7.5

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば男性の方が優遇されている ほぼ平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無 回 答



２７ 

問13　職場での男女の扱い④仕事の内容〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

26.0

29.0

23.9

46.5

39.5

51.6

6.3

8.6

4.2

17.6

20.4

15.5

3.7

2.5

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば男性の方が優遇されている ほぼ平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無 回 答

④仕事の内容 

全体では、「ほぼ平等になっている」が46.5％と多く、「どちらかといえば男性の方が優遇され

ている」は26.0％、「わからない」が17.6％と続いている。 

年代別では、「ほぼ平等になっている」が18～29歳で57.4％と最も多い。 

男女別では、「ほぼ平等になっている」は女性で51.6％、男性で39.5％と女性の方が特に多い。 

職業別では、「ほぼ平等になっている」は公務員で61.9％、商工・サービス業の自営業主で55.6％

と多い。「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は農林水産業の自営業主で40.0％、会社

員（事務職）で37.9％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「ほぼ平等になっている」が前回（32.6％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

全体

どちらかといえ

ば男性のほう

が優遇されて

いる

ほぼ平等に

なっている

どちらかといえ

ば女性のほう

が優遇されて

いる

わからない 無回答

399 105 130 21 104 39

100.0 26.3 32.6 5.3 26.1 9.8

381 99 177 24 67 14

100.0 26.0 46.5 6.3 17.6 3.7

問13．④仕事の内容

前回

今回

問13　職場での男女の扱い④仕事の内容〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

26.0

19.1

26.2

26.7

26.6

32.1

24.6

46.5

57.4

47.5

50.7

48.1

41.5

32.8

6.3

6.4

11.5

4.0

8.9

3.8

1.6

17.6

14.9

13.1

17.3

11.4

17.0

34.4

3.7

2.1

1.6

1.3

5.1

5.7

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば男性の方が優遇されている ほぼ平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無 回 答



２８ 

問13　職場での男女の扱い⑤退職や解雇〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

15.0

15.4

14.6

50.1

55.6

45.5

1.0

0.0

1.9

29.4

27.2

31.5

4.5

1.9

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば男性の方が優遇されている ほぼ平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無 回 答

⑤退職や解雇 

全体では、「ほぼ平等になっている」が50.1％と多く、「わからない」が29.4％、「どちらかとい

えば男性の方が優遇されている」が15.0％で続いている。 

年代別では、「ほぼ平等になっている」が18～29歳で63.8％と多く、「どちらかといえば男性の

方が優遇されている」が60～69歳で20.8％とやや多い。 

男女別では、「ほぼ平等になっている」は男性で55.6％、女性で45.5％と男性の方が特に多い。 

性・年代別では、男性の18～29歳で「ほぼ平等になっている」が66.7％と多く、30・40歳代で

も６割以上と多い。 

職業別では、「ほぼ平等になっている」が会社員（事務職）と公務員で75％を超えて多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「ほぼ平等になっている」が前回（34.8％）より多く、「どちらかといえ

ば男性のほうが優遇されている」が前回（20.1％）よりやや少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

全体

どちらかといえ

ば男性のほう

が優遇されて

いる

ほぼ平等に

なっている

どちらかといえ

ば女性のほう

が優遇されて

いる

わからない 無回答

399 80 139 5 128 47

100.0 20.1 34.8 1.3 32.1 11.8

381 57 191 4 112 17

100.0 15.0 50.1 1.0 29.4 4.5

問13．⑤退職や解雇

前回

今回

問13　職場での男女の扱い⑤退職や解雇〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

15.0

8.5

14.8

14.7

15.2

20.8

14.8

50.1

63.8

57.4

52.0

54.4

49.1

23.0

1.0

2.7

1.3

1.6

29.4

25.5

26.2

29.3

22.8

26.4

49.2

4.5

2.1

1.6

1.3

6.3

3.8

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば男性の方が優遇されている ほぼ平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無 回 答



２９ 

問13　職場での男女の扱い⑥能力評価・査定〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

24.7

25.3

23.9

47.0

45.1

48.4

0.5

1.2

0.0

23.9

26.5

22.1

3.9

1.9

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば男性の方が優遇されている ほぼ平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無 回 答

⑥能力評価・査定 

全体では、「ほぼ平等になっている」が47.0％と多く、「どちらかといえば男性の方が優遇され

ている」が24.7％、「わからない」が23.9％で続いている。 

年代別では、「ほぼ平等になっている」が18～29歳で59.6％と多く、「どちらかといえば男性の

方が優遇されている」が40～49歳で33.3％とやや多い。 

性・年代別では、男性の30～39歳で「ほぼ平等になっている」が60.0％と多い。女性は「ほぼ

平等になっている」が18～29歳の65.5％、50～59歳で61.4％と多い。 

職業別では、「ほぼ平等になっている」は公務員で69.0％、会社員（技術職）で62.5％と特に多

い。「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は会社員（その他）で35.2％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「ほぼ平等になっている」が前回（36.3％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

全体

どちらかといえ

ば男性のほう

が優遇されて

いる

ほぼ平等に

なっている

どちらかといえ

ば女性のほう

が優遇されて

いる

わからない 無回答

399 107 145 1 99 47

100.0 26.8 36.3 0.3 24.8 11.8

381 94 179 2 91 15

100.0 24.7 47.0 0.5 23.9 3.9

問13．⑥能力評価・査定

前回

今回

問13　職場での男女の扱い⑥能力評価・査定〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

24.7

17.0

21.3

33.3

22.8

30.2

19.7

47.0

59.6

50.8

45.3

51.9

43.4

31.1

0.5

2.5

23.9

21.3

26.2

20.0

17.7

20.8

41.0

3.9

2.1

1.6

1.3

5.1

5.7

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば男性の方が優遇されている ほぼ平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無 回 答



３０ 

問13　職場での男女の扱い⑦教育や研修〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

11.5

11.7

10.8

63.0

60.5

65.3

1.0

2.5

0.0

20.5

23.5

18.3

3.9

1.9

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば男性の方が優遇されている ほぼ平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無 回 答

⑦教育や研修 

全体では、「ほぼ平等になっている」が63.0％と多く、「わからない」が20.5％、「どちらかとい

えば男性の方が優遇されている」が11.5％である。 

年代別では、「ほぼ平等になっている」が70歳以上で45.9％と少なく、「どちらかといえば男性

の方が優遇されている」が40～49歳で17.3％と多い。 

性・年代別では、女性の40～49歳で「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が22.5％

と多い。 

職業別では、「ほぼ平等になっている」は公務員で90.5％、会社員（事務職）で75.9％と多く、

「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は農林水産業の家族従事者で33.3％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「ほぼ平等になっている」が前回（48.4％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

全体

どちらかといえ

ば男性のほう

が優遇されて

いる

ほぼ平等に

なっている

どちらかといえ

ば女性のほう

が優遇されて

いる

わからない 無回答

399 49 193 2 104 51

100.0 12.3 48.4 0.5 26.1 12.8

381 44 240 4 78 15

100.0 11.5 63.0 1.0 20.5 3.9

問13．⑦教育訓練や研修

前回

今回

問13　職場での男女の扱い⑦教育や研修〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

11.5

6.4

4.9

17.3

10.1

13.2

13.1

63.0

66.0

68.9

61.3

72.2

62.3

45.9

1.0

2.1

1.6

2.5

20.5

23.4

23.0

21.3

10.1

18.9

31.1

3.9

2.1

1.6

5.1

5.7

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば男性の方が優遇されている ほぼ平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無 回 答



３１ 

問13　職場での男女の扱い⑧有給休暇の取得〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

5.2

4.9

5.2

61.9

60.5

62.9

9.2

10.5

8.5

20.2

22.8

18.3

3.4

1.2

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば男性の方が優遇されている ほぼ平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無 回 答

⑧有給休暇の取得 

全体では、「ほぼ平等になっている」が61.9％と多く、「わからない」が20.2％、「どちらかとい

えば女性の方が優遇されている」が9.2％と続いている。 

年代別では、「ほぼ平等になっている」が60～69歳で84.9％と多く、「どちらかといえば女性の

方が優遇されている」が30～39歳で19.7％と多い。 

性・年代別では、「ほぼ平等になっている」は女性の60～69歳で88.5％、40～49歳で72.5％と多

く、「どちらかといえば女性の方が優遇されている」も30～39歳で22.0％と多い。 

職業別では、「ほぼ平等になっている」は会社員（事務職）で86.2％、会社員（その他）で79.6％、

公務員で78.6％と多く、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」は商工・サービス業の家

族従事者で16.7％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「ほぼ平等になっている」が前回（47.6％）より多く、「どちらかといえ

ば女性のほうが優遇されている」が前回（12.3％）よりやや少ない。 

 

 

 

 

 

 

全体

どちらかといえ

ば男性のほう

が優遇されて

いる

ほぼ平等に

なっている

どちらかといえ

ば女性のほう

が優遇されて

いる

わからない 無回答

399 15 190 49 99 46

100.0 3.8 47.6 12.3 24.8 11.5

381 20 236 35 77 13

100.0 5.2 61.9 9.2 20.2 3.4

前回

今回

問13．⑧有給休暇の取得

問13　職場での男女の扱い⑧有給休暇の取得〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

5.2

4.3

4.9

6.7

7.6

1.9

3.3

61.9

63.8

50.8

65.3

63.3

84.9

44.3

9.2

6.4

19.7

12.0

7.6

1.9

6.6

20.2

23.4

23.0

16.0

16.5

7.5

37.7

3.4

2.1

1.6

5.1

3.8

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば男性の方が優遇されている ほぼ平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無 回 答



３２ 

問 14 日常生活における、「仕事」「家庭生活」「プライベートな時間（趣味や学習・地域活

動・付き合い等）」のバランスについて、①あなたの希望する（理想とする）優先度を

お答えください。また、②実際の（現実の）優先度をお答えください。 

①希望する（理想とする）優先度 

全体では、「仕事・家庭生活・プライベートな時間をともに優先したい」が35.2％で最も多く、

「家庭生活とプライベートな時間をともに優先したい」が15.0％、「仕事と家庭生活をともに優先

したい」が12.3％、「プライベートな時間を優先したい」が11.3％、「家庭生活を優先したい」が

10.5％と続いている。 

年代別では、「仕事・家庭生活・プライベートな時間をともに優先したい」が50・60歳代で40％

を超えて多い。「プライベートな時間を優先したい」が18～29歳で27.7％、「仕事と家庭生活をと

もに優先したい」が70歳以上で26.2％と多い。 

性・年代別では、「プライベートな時間を優先したい」は男女ともに18～29歳で27％台と多く、

「仕事・家庭生活・プライベートな時間をともに優先したい」は男性の30～39歳で50.0％、女性

の60～69歳で53.8％と多い。 

職業別では、「仕事・家庭生活・プライベートな時間をともに優先したい」は農林水産業の自営

業主で60.0％、公務員で45.2％と多く、「家庭生活とプライベートな時間をともに優先したい」は

商工・サービス業の家族従事者で50.0％、公務員で26.2％、専業主婦・主夫で25.0％と多い。 

未既婚別では、未婚で「プライベートな時間を優先したい」が27.5％と多い。 

現実に仕事・家庭生活・プライベートな時間をともに優先している回答者の理想は、「仕事・家

庭生活・プライベートな時間をともに優先したい」が62.5％、現実に家庭生活とプライベートな

時間をともに優先している回答者は、「家庭生活とプライベートな時間をともに優先したい」が

62.5％、現実にプライベートな時間を優先している回答者は、「プライベートな時間を優先したい」

が42.9％と多い。 



３３ 

問14　「仕事」「家庭生活」「プライベート」優先度①理想〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

4.5

6.8

2.3

10.5

6.8

13.1

11.3

10.5

11.7

12.3

14.8

10.3

9.2

9.3

8.9

15.0

11.7

17.4

35.2

37.7

34.3

2.1

2.5

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事を優先したい

家庭生活を優先したい

プライベートな時間を優先したい

仕事と家庭生活をともに優先したい

仕事とプライベートな時間をともに優先したい

家庭生活とプライベートな時間をともに優先したい

仕事・家庭生活・プライベートな時間をともに優先したい

無 回 答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「家庭生活を優先したい」と「仕事と家庭生活をともに優先したい」が前

回（15.3％、23.8％）より少なく、「プライベートな時間を優先したい」、「家庭生活とプライベー

トな時間をともに優先したい」と「仕事・家庭生活・プライベートな時間をともに優先したい」

が前回（5.0％、11.0％、30.3％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

全体
仕事を優先し

たい

家庭生活を優

先したい

プライベートな

時間を優先し

たい

仕事と家庭生

活をともに優

先したい

仕事とプライ

ベートな時間を

ともに優先した

い

家庭生活とプ

ライベートな時

間をともに優

先したい

仕事・家庭生

活・プライベー

トな時間をとも

に優先したい

無回答

399 18 61 20 95 23 44 121 17

100.0 4.5 15.3 5.0 23.8 5.8 11.0 30.3 4.3

381 17 40 43 47 35 57 134 8

100.0 4.5 10.5 11.3 12.3 9.2 15.0 35.2 2.1

問14．①希望する（理想とする）優先度

今回

前回

問14　「仕事」「家庭生活」「プライベート」優先度①理想〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

4.5

4.3

4.9

4.0

3.8

9.8

10.5

2.1

18.0

16.0

7.6

7.5

8.2

11.3

27.7

14.8

8.0

7.6

7.5

6.6

12.3

10.6

4.9

10.7

12.7

7.5

26.2

9.2

10.6

6.6

6.7

11.4

17.0

3.3

15.0

17.0

16.4

20.0

16.5

11.3

8.2

35.2

27.7

32.8

34.7

41.8

43.4

31.1

2.1

1.6

2.5

1.9

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事を優先したい 家庭生活を優先したい

プライベートな時間を優先したい 仕事と家庭生活をともに優先したい

仕事とプライベートな時間をともに優先したい 家庭生活とプライベートな時間をともに優先したい

仕事・家庭生活・プライベートな時間をともに優先したい 無 回 答



３４ 

問14　「仕事」「家庭生活」「プライベート」優先度②現実〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

38.8

44.4

33.8

12.1

7.4

15.5

3.7

4.3

3.3

18.6

16.7

20.7

8.7

9.3

8.5

2.1

1.2

2.8

12.3

13.0

11.7

3.7

3.7

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事を優先している

家庭生活を優先している

プライベートな時間を優先している

仕事と家庭生活をともに優先している

仕事とプライベートな時間をともに優先している

家庭生活とプライベートな時間をともに優先している

仕事・家庭生活・プライベートな時間をともに優先している

無 回 答

②実際の（現実の）優先度 

全体では、「仕事を優先している」が38.8％で最も多く、「仕事と家庭生活をともに優先してい

る」が18.6％、「仕事・家庭生活・プライベートな時間をともに優先している」が12.3％である。 

年代別では、「仕事を優先している」が40・50歳代で45％を超えて多い。 

男女別では、「仕事を優先している」は男性で44.4％、女性で33.8％と男性の方が特に多い。 

性・年代別では、「仕事を優先している」は男性の50～59歳で68.6％、60～69歳でも50.0％と多

い。女性は「仕事とプライベートな時間をともに優先している」が18～29歳で27.6％、「仕事と家

庭生活をともに優先している」が50～59歳で34.1％と多い。 

職業別では、「仕事を優先している」は商工・サービス業の家族従事者で66.7％、会社員（事務

職）で62.1％、会社員（その他）で57.4％と多く、「仕事と家庭生活をともに優先している」は商

工・サービス業の自営業主で44.4％、商工・サービス業の家族従事者で33.3％と多い。 

未既婚別では、未婚で「仕事とプライベートな時間をともに優先している」が19.6％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「仕事を優先したい」と「仕事・家庭生活・プライベートな時間をともに

優先したい」が前回（34.3％、7.3％）よりやや多く、「家庭生活とプライベートな時間をともに

優先したい」が前回（6.5％）よりやや少ない。 

 

 

 

 

 

 

全体
仕事を優先し

たい

家庭生活を優

先したい

プライベートな

時間を優先し

たい

仕事と家庭生

活をともに優

先したい

仕事とプライ

ベートな時間を

ともに優先した

い

家庭生活とプ

ライベートな時

間をともに優

先したい

仕事・家庭生

活・プライベー

トな時間をとも

に優先したい

無回答

399 137 58 21 78 19 26 29 31

100.0 34.3 14.5 5.3 19.5 4.8 6.5 7.3 7.8

381 148 46 14 71 33 8 47 14

100.0 38.8 12.1 3.7 18.6 8.7 2.1 12.3 3.7

問14．②実際の（現実の）優先度

今回

前回

問14　「仕事」「家庭生活」「プライベート」優先度②現実〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

38.8

36.2

32.8

45.3

50.6

34.0

24.6

12.1

6.4

16.4

12.0

5.1

11.3

21.3

3.7

6.4

3.3

2.7

1.3

5.7

4.9

18.6

8.5

21.3

18.7

24.1

18.9

18.0

8.7

25.5

4.9

8.0

5.1

9.4

4.9

2.1

2.1

1.6

2.7

2.5

1.9

1.6

12.3

12.8

16.4

10.7

6.3

15.1

16.4

3.7

2.1

3.3

5.1

3.8

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事を優先している 家庭生活を優先している

プライベートな時間を優先している 仕事と家庭生活をともに優先している

仕事とプライベートな時間をともに優先している 家庭生活とプライベートな時間をともに優先している

仕事・家庭生活・プライベートな時間をともに優先している 無 回 答



３５ 

問 15 男女がともに、仕事と家庭の両立をし続けるためには、特にどのようなことが必要

だと思いますか。 

全体では、「育児・介護休業を気がねなく利用できる職場環境づくり」が50.7％と多く、「労働

時間を短縮すること」が28.6％、「高齢者や病人の介護サービスを充実すること」が25.2％と続い

ている。 

年代別では、「労働時間を短縮すること」と「育児・介護休業を気がねなく利用できる職場環境

づくり」が40～49歳で36.0％、57.3％と多く、「高齢者や病人の介護サービスを充実すること」が

60～69歳で39.6％と多い。 

男女別では、「育児・介護休業を気がねなく利用できる職場環境づくり」は女性で52.6％、男性

で48.1％と女性の方が多く、「労働時間を短縮すること」は男性で30.9％、女性で26.3％と男性の

方が多い。 

性・年代別では、男性の40～49歳で「労働時間を短縮すること」が42.9％、18～29歳で「転勤

や配置転換等に配慮すること」が38.9％、30～39歳で「保育所の保育時間延長等、保育サービス

を充実すること」が35.0％と多い。女性は40～49歳で「育児・介護休業を気がねなく利用できる

職場環境づくり」が62.5％、60～69歳で「高齢者や病人の介護サービスを充実すること」が42.3％

と多い。 

職業別では、「育児・介護休業を気がねなく利用できる職場環境づくり」は会社員（その他）で

63.0％、会社員（技術職）と専業主婦・主夫でともに62.5％と多く、「労働時間を短縮すること」

は農林水産業の自営業主で46.7％、公務員で45.2％と多い。「高齢者や病人の介護サービスを充実

すること」は、農林水産業の自営業主で60.0％と多い。 

同居している子どもの有無別では、未就学の子どもがいる家庭で「労働時間を短縮すること」

が40.0％、中学生の子どもがいる家庭で「育児・介護休業中の給付金を充実すること」が30.3％

と多い。 

 



３６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15　仕事と家庭の両立をし続けるのに必要な事〔％・複数回答〕
N = 381

％

労働時間を短縮すること

転勤や配置転換等に配慮
すること

在宅勤務やフレックスタイ
ム制度（時間差出勤）を取
り入れること

育児・介護休業を気がね
なく利用できる職場環境
づくり

育児・介護休業の利用者
が、不利な扱いを受けな
いようにすること

育児・介護休業中の給付
金を充実すること

育児等で退職した者を再
雇用する制度を取り入れ
ること

職場復帰のための研修や
職業訓練等の機会を充実
すること

職場内に保育施設を整備
すること

保育所の保育時間延長
等、保育サービスを充実
すること

高齢者や病人の介護サー
ビスを充実すること

その他

わからない

無　回　答

28.6

21.5

17.1

50.7

22.0

16.3

17.6

9.2

10.8

18.4

25.2

2.6

7.3

1.8

23.4

29.8

25.5

51.1

27.7

21.3

14.9

10.6

10.6

21.3

10.6

4.3

6.4

34.4

26.2

23.0

44.3

14.8

19.7

21.3

11.5

8.2

27.9

14.8

3.3

4.9

1.6

36.0

24.0

10.7

57.3

18.7

21.3

2.7

10.7

14.7

13.3

24.0

4.0

6.7

29.1

16.5

16.5

53.2

24.1

15.2

21.5

11.4

6.3

15.2

26.6

1.3

8.9

1.3

24.5

13.2

13.2

54.7

22.6

11.3

15.1

3.8

11.3

26.4

39.6

1.9

9.4

1.9

18.0

23.0

18.0

42.6

27.9

9.8

29.5

4.9

13.1

9.8

36.1

1.6

8.2

6.6

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上



３７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「育児などで退職した者を再雇用する制度を取り入れること」、「保育所の

保育時間延長など、保育サービスを充実すること」と「高齢者や病人の介護サービスを充実する

こと」が前回（25.8％、25.1％、36.1％）より少なく、「労働時間を短縮すること」が前回（22.8％）

より多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体
労働時間を短

縮すること

転勤や配置転

換などに配慮

すること

在宅勤務やフ

レックスタイム

制度（時間差

出勤）を取り入

れること

育児・介護休

業を気がねな

く利用できる

職場環境づく

り

育児・介護休

業の利用者

が、不利な扱

いを受けない

ようにすること

育児・介護休

業中の給付金

を充実すること

育児などで退

職した者を再

雇用する制度

を取り入れるこ

と

399 91 79 60 195 94 56 103

100.0 22.8 19.8 15.0 48.9 23.6 14.0 25.8

381 109 82 65 193 84 62 67

100.0 28.6 21.5 17.1 50.7 22.0 16.3 17.6

問15．仕事と家庭の両立に必要と思うこと

前回

今回

職場復帰のた

めの研修や職

業訓練などの

機会を充実す

ること

職場内に保育

施設を整備す

ること

保育所の保育

時間延長な

ど、保育サー

ビスを充実す

ること

高齢者や病人

の介護サービ

スを充実する

こと

その他 わからない 無回答

41 40 100 144 12 14 10

10.3 10.0 25.1 36.1 3.0 3.5 2.5

35 41 70 96 10 28 7

9.2 10.8 18.4 25.2 2.6 7.3 1.8
今回

前回

問15　仕事と家庭の両立をし続けるのに必要な事〔％・複数回答〕
N = 381

％

労働時間を短縮すること

転勤や配置転換等に配慮
すること

在宅勤務やフレックスタイム
制度（時間差出勤）を取り入
れること

育児・介護休業を気がねな
く利用できる職場環境づくり

育児・介護休業の利用者
が、不利な扱いを受けない
ようにすること

育児・介護休業中の給付金
を充実すること

育児等で退職した者を再雇
用する制度を取り入れるこ
と

職場復帰のための研修や
職業訓練等の機会を充実
すること

職場内に保育施設を整備す
ること

保育所の保育時間延長等、
保育サービスを充実するこ
と

高齢者や病人の介護サー
ビスを充実すること

その他

わからない

無　回　答

28.6

21.5

17.1

50.7

22.0

16.3

17.6

9.2

10.8

18.4

25.2

2.6

7.3

1.8

30.9

22.8

18.5

48.1

24.1

14.8

17.3

6.8

11.1

17.3

25.3

2.5

7.4

1.2

26.3

21.1

16.4

52.6

21.1

17.8

17.4

10.8

10.3

19.2

25.4

2.8

7.5

2.3

0 10 20 30 40 50 60

全 体 男性 女性



３８ 

問 16 セクシュアル・ハラスメント（セクハラ：相手の意に反した不快な性的言動や嫌が

らせ等の行為）が近年問題になっていますが、あなたが、セクシュアル・ハラスメント

だと思うものはどれですか。そう思うものを上位３つまでお答えください。 

全体では、「相手が嫌がっているのに、抱きつくなど肉体的接触をすること」が82.4％と多く、

「地位や権限を利用して、交際や性的な関係を迫ること」が74.8％、「性的冗談や質問、ひやかし

等の言葉をかけること」が49.6％と続いている。 

年代別では、「相手が嫌がっているのに、抱きつくなど肉体的接触をすること」が30～39歳で

91.8％、「地位や権限を利用して、交際や性的な関係を迫ること」が50～59歳で82.3％、「性的冗

談や質問、ひやかし等の言葉をかけること」が30～39歳と50～59歳で59％台と多い。 

男女別では、「相手が嫌がっているのに、抱きつくなど肉体的接触をすること」、「地位や権限を

利用して、交際や性的な関係を迫ること」と「性的冗談や質問、ひやかし等の言葉をかけること」

は女性で85.9％、78.4％、53.5％、男性で78.4％、70.4％、43.8％といずれも女性の方が多い。 

性・年代別では、女性の40～49歳で「地位や権限を利用して、交際や性的な関係を迫ること」

が90.0％、30～39歳で「相手が嫌がっているのに、抱きつくなど肉体的接触をすること」が95.1％

と多い。 

職業別では、「地位や権限を利用して、交際や性的な関係を迫ること」は商工・サービス業の家

族従事者で100.0％、パート・アルバイト・派遣等で87.9％と多く、「相手が嫌がっているのに、

抱きつくなど肉体的接触をすること」は商工・サービス業の家族従事者で100.0％、公務員で92.9％

と多い。「性的冗談や質問、ひやかし等の言葉をかけること」は公務員で71.4％、学生で66.7％と

多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問16　セクシュアル・ハラスメントだと思うもの〔％・複数回答〕（全体上位3つ）
N = 381

％

相手が嫌がっているの
に、抱きつくなど肉体的接
触をすること

地位や権限を利用して、
交際や性的な関係を迫る
こと

性的冗談や質問、ひやか
し等の言葉をかけること

82.4

74.8

49.6

78.7

74.5

53.2

91.8

73.8

59.0

86.7

78.7

40.0

84.8

82.3

59.5

77.4

73.6

45.3

73.8

63.9

39.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上



３９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「相手が嫌がっているのに、さわる、抱きつくなど肉体的接触をすること」

が前回（79.9％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 あなたは、身近でセクシュアル・ハラスメント（セクハラ）を経験したり、身近な

ところで見聞きしたりしたことがありますか。 

全体では、「一般的な知識として知っている」が63.8％と最も多く、「自分のまわりに経験した

人がいる」が22.6％、「自分が直接経験したことがある」が17.8％と続いている。 

男女別では、「自分が直接経験したことがある」は女性で27.7％、男性で5.6％と女性の方が特

に多い。 

性・年代別では、女性の30～39歳で「自分が直接経験したことがある」が41.5％と多い。 

職業別では、「一般的な知識として知っている」は学生で83.3％、会社員（技術職）で81.3％、

専業主婦・主夫で75.0％と多く、「自分のまわりに経験した人がいる」は公務員で57.1％、商工・

サービス業の家族従事者で50.0％、農林水産業の自営業主で40.0％と多い。「自分が直接経験した

ことがある」は農林水産業の家族従事者で50.0％と多い。 

ＤＶ経験の有無別では、ＤＶ経験ありの回答者で「自分が直接経験したことがある」が37.5％、

「自分のまわりに経験した人がいる」が34.4％と多い。 

全体

地位や権限を

利用して、交

際や性的な関

係を迫ること

相手が嫌がっ

ているのに、さ

わる、抱きつく

など肉体的接

触をすること

性的冗談や質

問、ひやかし

などの言葉を

かけること

容姿や服装に

関して繰り返

し言う

宴席で、お

酌、デュエッ

ト、ダンスなど

を強要すること

結婚予定や出

産予定などを

たびたび聞くこ

と

目につきやす

い所に、ヌード

写真・ポスター

などを置いて

おくこと

399 308 319 206 64 83 13 41

100.0 77.2 79.9 51.6 16.0 20.8 3.3 10.3

381 285 314 189 59 86 17 35

100.0 74.8 82.4 49.6 15.5 22.6 4.5 9.2

問16．セクシュアル・ハラスメントだと思う行為

前回

今回

「○○ちゃん」

「おばさん」

「○○くん」「お

じさん」などと

呼ぶこと

その他 無回答

13 10 24

3.3 2.5 6.0

10 12 20

2.6 3.1 5.2

前回

今回

問16　セクシュアル・ハラスメントだと思うもの〔％・複数回答〕
N = 381

％

相手が嫌がっているのに、
抱きつくなど肉体的接触を
すること

地位や権限を利用して、交
際や性的な関係を迫ること

性的冗談や質問、ひやかし
等の言葉をかけること

82.4

74.8

49.6

78.4

70.4

43.8

85.9

78.4

53.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全 体 男性 女性



４０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問17　セクハラを経験したり、見聞きしたこと〔％・複数回答〕
N = 381

％

自分が直接経験したこと
がある

自分のまわりに経験した
人がいる

一般的な知識として知って
いる

くわしくはわからないが、
言葉としては聞いたことが
ある

チラシやパンフレット等で
見たことがある

セクシュアル・ハラスメント
のことを知らなかった

無　回　答

17.8

22.6

63.8

13.6

8.9

1.3

6.3

12.8

25.5

70.2

4.3

12.8

4.3

32.8

23.0

65.6

6.6

3.3

18.7

29.3

54.7

16.0

4.0

4.0

2.7

17.7

27.8

60.8

7.6

15.2

1.3

5.1

15.1

9.4

67.9

28.3

9.4

7.5

9.8

18.0

68.9

21.3

9.8

1.6

16.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上



４１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「くわしくはわからないが、言葉としては聞いたことがある」が前回

（21.6％）より少なく、「自分が直接経験したことがある」と「自分のまわりに経験した人がいる」

が前回（10.0％、17.5％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

全体

自分が直接経

験したことがあ

る

自分のまわり

に経験した人

がいる

一般的な知識

として知ってい

る

くわしくはわか

らないが、言

葉としては聞

いたことがある

チラシやパンフ

レットなどで見

たことがある

セクシュアル・

ハラスメントの

ことを知らな

かった

無回答

399 40 70 276 86 46 4 23

100.0 10.0 17.5 69.2 21.6 11.5 1.0 5.8

381 68 86 243 52 34 5 24

100.0 17.8 22.6 63.8 13.6 8.9 1.3 6.3

問17．セクシュアル・ハラスメントの経験

前回

今回

問17　セクハラを経験したり、見聞きしたこと〔％・複数回答〕
N = 381

％

自分が直接経験したことが
ある

自分のまわりに経験した人
がいる

一般的な知識として知って
いる

くわしくはわからないが、言
葉としては聞いたことがある

チラシやパンフレット等で見
たことがある

セクシュアル・ハラスメント
のことを知らなかった

無　回　答

17.8

22.6

63.8

13.6

8.9

1.3

6.3

5.6

22.2

66.0

17.9

9.9

1.9

8.0

27.7

23.5

62.0

10.8

8.5

0.9

4.2

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 男性 女性



４２ 

４ 家庭生活と男女の役割 

問 18 あなたは、子どもの育て方について、どのように考えますか。 

全体では、「男女ともに、社会人として自立できるように育てる」が70.9％と多く、「男女の役

割を固定せず、しつけや教育は区別しないで育てる」は59.3％、「子どもの個性に応じて育てる」

は57.5％、「男女ともに、身の回りの家事ができるように育てる」は57.2％と続いている。 

年代別では、「男女の役割を固定せず、しつけや教育は区別しないで育てる」が18～29歳で70.2％

と多く、「男女ともに、身の回りの家事ができるように育てる」が18～29歳、30～39歳で70％前後

と多い。 

男女別では、「男女ともに、社会人として自立できるように育てる」は女性で77.9％、男性で

62.3％と女性の方が多い。 

性・年代別では、男性の18～29歳で「子どもの個性に応じて育てる」が72.2％、「男女ともに、

性に関する正しい知識と理解を身につけさせる」が50.0％と多く、女性は30～39歳で「男女とも

に、身の回りの家事ができるように育てる」が78.0％、60～69歳で「男女ともに、社会人として

自立できるように育てる」が84.6％と多い。 

職業別では、「男女ともに、社会人として自立できるように育てる」は専業主婦・主夫で87.5％、

会社員（技術職）で84.4％、農林水産業の家族従事者で83.3％と多く、「男女の役割を固定せず、

しつけや教育は区別しないで育てる」は専業主婦・主夫で87.5％、学生で77.8％と多い。 

同居している子どもの有無別では、小学生の子どもがいる家庭で「男女ともに、社会人として

自立できるように育てる」が85.0％、中学生の子どもがいる家庭で「男女の役割を固定せず、し

つけや教育は区別しないで育てる」が75.8％と多い。 

 



４３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問18　子どもの育て方について〔％・複数回答〕
N = 381

％

男女の役割を固定せず、
しつけや教育は区別しな
いで育てる

男女ともに、身の回りの家
事ができるように育てる

男女ともに、社会人として
自立できるように育てる

男女ともに、性に関する正
しい知識と理解を身につ
けさせる

男は外で働き、女は家庭
を守るように育てる

男の子は男らしく、女の子
は女らしく育てる

子どもの個性に応じて育
てる

その他

わからない

無　回　答

59.3

57.2

70.9

34.4

1.3

9.7

57.5

1.0

5.0

2.9

70.2

66.0

66.0

38.3

2.1

61.7

4.3

4.3

2.1

65.6

70.5

73.8

41.0

3.3

9.8

59.0

1.6

1.6

53.3

52.0

70.7

29.3

1.3

12.0

60.0

6.7

51.9

49.4

70.9

29.1

1.3

7.6

55.7

3.8

1.3

62.3

52.8

73.6

39.6

1.9

9.4

54.7

7.5

7.5

59.0

59.0

72.1

34.4

14.8

57.4

1.6

6.6

4.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上



４４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「男女ともに、社会人として自立できるように育てる」、「男女ともに、性

に関する正しい知識と理解を身につけさせる」と「男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる」

が前回（82.0％、43.9％、23.6％）より少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体

男女の役割を

固定せず、し

つけや教育は

区別しないで

育てる

男女ともに、身

の回りの家事

ができるように

育てる

男女ともに、社

会人として自

立できるように

育てる

男女ともに、性

に関する正し

い知識と理解

を身につけさ

せる

男は外で働

き、女は家庭

を守るように育

てる

男の子は男ら

しく、女の子は

女らしく育てる

子どもの個性

に応じて育て

る

399 259 267 327 175 13 94 244

100.0 64.9 66.9 82.0 43.9 3.3 23.6 61.2

381 226 218 270 131 5 37 219

100.0 59.3 57.2 70.9 34.4 1.3 9.7 57.5

問18．子どもの育て方について

前回

今回

その他 わからない 無回答

2 6 7

0.5 1.5 1.8

4 19 11

1.0 5.0 2.9

前回

今回

問18　子どもの育て方について〔％・複数回答〕
N = 381

％

男女の役割を固定せず、し
つけや教育は区別しないで
育てる

男女ともに、身の回りの家
事ができるように育てる

男女ともに、社会人として自
立できるように育てる

男女ともに、性に関する正し
い知識と理解を身につけさ
せる

男は外で働き、女は家庭を
守るように育てる

男の子は男らしく、女の子
は女らしく育てる

子どもの個性に応じて育て
る

その他

わからない

無　回　答

59.3

57.2

70.9

34.4

1.3

9.7

57.5

1.0

5.0

2.9

50.6

43.8

62.3

27.8

2.5

11.1

48.8

0.6

8.0

4.3

66.2

67.6

77.9

39.9

0.5

8.5

65.3

1.4

2.8

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

全 体 男性 女性



４５ 

問19　①個人の自由であるから結婚してもしなくてもよい〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

42.3

32.7

50.2

26.8

28.4

25.4

14.4

19.1

11.3

3.4

5.6

1.9

7.9

9.3

6.6

5.2

4.9

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無 回 答

問 19 あなたは、結婚と家庭に関する次のような考えについて、どのように思いますか。 

①個人の自由であるから結婚してもしなくてもよい 

全体では、『賛成』（「賛成」と「どちらかといえば賛成」の計、以下（ ）内省略）が69.1％と

多い。 

年代別では、18～29歳と30～39歳で「賛成」が63％台と多く、『賛成』も85％を超えて多い。年

代が上がると『賛成』が少なくなり、70歳以上は49.2％である。 

男女別では、『賛成』は女性で75.6％、男性で61.1％と女性の方が多い。 

性・年代別では、男性の18～29歳で「賛成」が55.6％と多いが、50～59歳では「どちらかとい

えば反対」も28.6％回答されている。女性では「賛成」が30～39歳で75.6％、18～29歳で69.0％、

40～49歳で52.5％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】『賛成』が前回（59.4％）より多く、『反対』が前回（26.6％）より少な

い。。 

 

 

 

 

 

全体 賛成
どちらかとい
えば賛成

どちらかとい
えば反対

反対 わからない 無回答

399 134 103 75 31 35 21

100.0 33.6 25.8 18.8 7.8 8.8 5.3

381 161 102 55 13 30 20

100.0 42.3 26.8 14.4 3.4 7.9 5.2

問19．①個人の自由であるから結婚してもしなくてもよい

今回

前回

問19　①個人の自由であるから結婚してもしなくてもよい〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

42.3

63.8

63.9

42.7

35.4

26.4

27.9

26.8

25.5

21.3

30.7

29.1

30.2

21.3

14.4

6.4

8.2

14.7

21.5

18.9

14.8

3.4

1.3

3.8

7.5

8.2

7.9

2.1

4.9

9.3

5.1

13.2

13.1

5.2

2.1

1.6

1.3

5.1

3.8

14.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無 回 答
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2.5

0.5

11.7

10.3

30.9

24.4

38.3

51.6

11.7

10.8

4.9

2.3

②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである 

全体では、『反対』が72.4％と多い。 

年代別では、「反対」は18～29歳で63.8％と最も多く、「賛成」は18～29歳と30～39歳で5％前後

回答されているものの、40・50・60歳代と70歳以上では回答者がいない。 

男女別では、「反対」は女性で51.6％、男性で38.3％と女性の方が多く、「どちらかといえば反

対」は男性で30.9％、女性で24.4％と男性の方がやや多い。 

性・年代別では、男性の18～29歳で「反対」が55.6％と多いが、30～39歳で「賛成」も15.0％

回答されている。女性では18～29歳で「反対」が69.0％と多い。 

職業別では、「反対」は学生で72.2％、公務員で64.3％と多く、「どちらかといえば反対」は会

社員（技術職）で50.0％、専業主婦・主夫で37.5％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「反対」が前回（31.3％）より多く、「どちらかといえば賛成」が前回（19.5％）

より少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

全体 賛成
どちらかとい
えば賛成

どちらかとい
えば反対

反対 わからない 無回答

399 19 78 120 125 37 20

100.0 4.8 19.5 30.1 31.3 9.3 5.0

381 5 43 103 173 42 15

100.0 1.3 11.3 27.0 45.4 11.0 3.9

問19．②夫は外で働き、妻は家庭を守るべき

今回

前回

問19　②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

1.3

2.1

6.6

11.3

10.6

8.2

10.7

8.9

15.1

14.8

27.0

17.0

34.4

34.7

26.6

24.5

21.3

45.4

63.8

39.3

38.7

53.2

45.3

37.7

11.0

4.3

11.5

16.0

7.6

11.3

14.8

3.9

2.1

3.8

3.8

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無 回 答
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2.5

2.8

14.8

16.9

26.5

30.0

35.8

38.0

14.2

10.3

6.2

1.9

③女性は結婚後家族を中心に考えて生活した方がよい 

全体では、『反対』が64.8％と多い。 

年代別では、「反対」が18～29歳で46.8％と最も多く、「どちらかといえば反対」の31.9％と合

わせて『反対』が78.7％と多い。「賛成」が30～39歳で9.8％と最も多く、『賛成』が30～39歳、60

～69歳と70歳以上で25％前後と多い。 

性・年代別では、男性の18～29歳で「反対」が50.0％と多いが、30～39歳で「賛成」も15.0％

回答されている。女性は18～29歳で「反対」が44.8％と多い。 

職業別では、「反対」は学生で72.2％、公務員で64.3％と多く、「どちらかといえば反対」は商

工・サービス業の家族従事者と学生でともに66.7％、商工・サービス業の自営業主で55.6％と多

い。「どちらかといえば反対」は会社員（事務職）で41.4％、公務員で40.5％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「反対」が前回（21.8％）より多く、『賛成』が前回（36.9％）より少な

い。 

 

 

 

 

 

全体 賛成
どちらかとい
えば賛成

どちらかとい
えば反対

反対 わからない 無回答

399 31 116 107 87 38 20

100.0 7.8 29.1 26.8 21.8 9.5 5.0

381 10 63 108 139 45 16

100.0 2.6 16.5 28.3 36.5 11.8 4.2

問19．③女性は結婚したら家族を中心に考えて生活した方がよい

前回

今回

問19　③女性は結婚後家族を中心に考えて生活した方がよい〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

2.6

9.8

1.9

4.9

16.5

12.8

11.5

12.0

17.7

24.5

19.7

28.3

31.9

29.5

32.0

31.6

24.5

19.7

36.5

46.8

39.3

36.0

39.2

34.0

27.9

11.8

6.4

9.8

18.7

7.6

11.3

16.4

4.2

2.1

1.3

3.8

3.8

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無 回 答
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21.0

37.1

20.4

20.2

25.9

17.4

9.9

5.2

18.5

16.9

4.3

3.3

④結婚しても、必ずしも子どもをもつ必要はない 

全体では、『賛成』が50.7％と多く、『反対』が27.8％である。 

年代別では、『賛成』が18～29歳で76.6％と多く、年代が上がると少なくなり、70歳以上で27.8％

である。 

男女別では、『賛成』は女性で57.4％、男性で41.4％と女性の方が多い。 

性・年代別では、「賛成」は女性の30～39歳で63.4％、18～29歳で58.6％と多い。「どちらかと

いえば賛成」は女性の18～29歳で31.0％、「どちらかといえば反対」は女性の60～69歳で30.8％と

多く、「反対」は男性の60～69歳で23.1％回答されている。 

職業別では、「賛成」は学生で61.1％、会社員（事務職）で44.8％と多く、「どちらかといえば

反対」は農林水産業の自営業主と商工・サービス業の家族従事者でともに33.3％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】『賛成』が前回（33.0％）より多く、『反対』が前回（43.1％）より少な

い。 

 

 

 

 

 

 

 

全体 賛成
どちらかとい
えば賛成

どちらかとい
えば反対

反対 わからない 無回答

399 66 66 106 66 76 19

100.0 16.5 16.5 26.6 16.5 19.0 4.8

381 115 78 79 27 66 16

100.0 30.2 20.5 20.7 7.1 17.3 4.2

問19．④結婚しても、必ずしも子どもをもつ必要はない

今回

前回

問19　④結婚しても、必ずしも子どもをもつ必要はない〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

30.2

51.1

47.5

29.3

24.1

15.1

18.0

20.5

25.5

24.6

22.7

25.3

13.2

9.8

20.7

17.0

9.8

21.3

22.8

24.5

29.5

7.1

3.3

2.7

11.4

17.0

8.2

17.3

4.3

14.8

22.7

13.9

26.4

21.3

4.2

2.1

1.3

2.5

3.8

13.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無 回 答
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9.9

15.5

17.9

24.4

11.1

8.0

10.5

7.5

45.1

40.8

5.6

3.8

⑤未婚や晩婚化は女性の家事や育児の負担感が大きい為 

全体では、『賛成』が34.4％と多い。 

年代別では、『賛成』が18～29歳で48.9％と多く、『反対』が50～59歳で24.1％と多い。 

男女別では、『賛成』は女性で39.9％、男性で27.8％と女性の方がやや多い。 

性・年代別では、男性では50～59歳で「賛成」が20.0％と多く、女性では40～49歳で「どちら

かといえば賛成」が35.0％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】『反対』が前回（26.1％）より少なく、「どちらかといえば賛成」は前回

（18.5％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

全体 賛成
どちらかとい
えば賛成

どちらかとい
えば反対

反対 わからない 無回答

399 56 74 45 59 142 23

100.0 14.0 18.5 11.3 14.8 35.6 5.8

381 50 81 37 33 161 19

100.0 13.1 21.3 9.7 8.7 42.3 5.0

問19．⑤晩婚化は女性の家事や育児の負担感が大きいためである

前回

今回

問19⑤未婚や晩婚化は女性の家事や育児の負担感が大きい為〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

13.1

25.5

19.7

8.0

13.9

7.5

8.2

21.3

23.4

16.4

28.0

20.3

17.0

23.0

9.7

10.6

4.9

9.3

12.7

9.4

8.2

8.7

8.5

13.1

6.7

11.4

5.7

6.6

42.3

29.8

45.9

48.0

36.7

54.7

39.3

5.0

2.1

5.1

5.7

14.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無 回 答
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20.4

28.6

27.2

26.8

10.5

3.3

6.2

4.7

30.2

33.8

5.6

2.8

⑥未婚や晩婚化が進んでいるのは経済的な理由が大きい 

全体では、『賛成』が51.7％と多い。 

年代別では、『賛成』が18～29歳で72.3％と多く、年代が上がると少なくなり、70歳以上で32.8％

である。 

男女別では、『賛成』は女性で55.4％、男性で47.6％と女性の方がやや多い。 

性・年代別では、「どちらかといえば反対」は男性の50～59歳で22.9％と多く、「賛成」は女性

の18～29歳で48.3％、30～39歳で43.9％と多い。 

職業別では、「どちらかといえば賛成」は商工・サービス業の家族従事者で66.7％、商工・サー

ビス業の自営業主で55.6％、公務員で40.5％と多く、「反対」は農林水産業の自営業主で26.7％と

多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「賛成」が前回（26.8％）よりやや少ない。 

 

 

 

 

 

 

全体 賛成
どちらかとい
えば賛成

どちらかとい
えば反対

反対 わからない 無回答

399 107 108 29 26 108 21

100.0 26.8 27.1 7.3 6.5 27.1 5.3

381 94 103 25 20 122 17

100.0 24.7 27.0 6.6 5.2 32.0 4.5

問19．⑥結婚しない人や晩婚化は、経済的な理由である

前回

今回

問19⑥未婚や晩婚化が進んでいるのは経済的な理由が大きい〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

24.7

40.4

39.3

22.7

22.8

11.3

16.4

27.0

31.9

26.2

34.7

25.3

28.3

16.4

6.6

6.4

3.3

4.0

11.4

11.5

5.2

2.1

3.3

5.3

3.8

5.7

11.5

32.0

17.0

27.9

33.3

31.6

49.1

32.8

4.5

2.1

5.1

5.7

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無 回 答
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32.1

59.2

43.8

29.1

3.7

0.9

0.6

0.9

16.0

7.0

3.7

2.8

⑦男性はもっと家事や育児等の家庭生活に参画すべき 

全体では、『賛成』が82.7％と多い。 

年代別では、「賛成」が30～39歳で60.7％と最も多く、「どちらかいえば賛成」と合わせた『賛

成』が18～29歳と50～59歳で88％前後と多い。 

男女別では、「賛成」は女性で59.2％、男性で32.1％と女性の方が多く、「どちらかといえば賛

成」は男性で43.8％、女性で29.1％と男性の方が多い。『賛成』は女性で88.3％、男性で75.9％と

女性の方がやや多い。 

性・年代別では、「どちらかといえば賛成」は男性の70歳以上で53.6％、50～59歳でも51.4％と

多く、「賛成」は女性の30～39歳で75.6％、40～49歳で65.0％、50～59歳で61.4％と多い。 

職業別では、「賛成」はパート・アルバイト・派遣等で62.1％と多く、「どちらかといえば賛成」

は農林水産業の自営業主で66.7％、公務員で45.2％とやや多い。 

未既婚別では、離別・死別で「賛成」が61.1％と多い。 

世帯構成別では、親と子と孫等（三世代以上同居）で「賛成」が57.1％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「賛成」が前回（42.4％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

 

全体 賛成
どちらかとい
えば賛成

どちらかとい
えば反対

反対 わからない 無回答

399 169 171 11 1 28 19

100.0 42.4 42.9 2.8 0.3 7.0 4.8

381 179 136 8 3 41 14

100.0 47.0 35.7 2.1 0.8 10.8 3.7

問19．⑦男性はもっと家庭生活に参画するべき

前回

今回

問19　⑦男性はもっと家事や育児等の家庭生活に参画すべき〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

47.0

55.3

60.7

50.7

45.6

34.0

37.7

35.7

31.9

24.6

33.3

43.0

41.5

37.7

2.1

4.3

4.0

1.3

1.9

1.6

0.8

1.3

1.9

1.6

10.8

6.4

14.8

10.7

7.6

15.1

3.7

2.1

2.5

5.7

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無 回 答
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0.6

1.9

16.7

11.7

43.8

38.5

34.0

45.1

0.0

0.0

0.0

0.0

4.9

2.8

問 20 あなたは、次にあげるような家庭内の仕事を、主に誰が分担するのが理想だと思い

ますか。（①～⑦に○は１つずつ） 

※結婚されていない方も、結婚していると仮定してお答えください。 

①掃除・洗濯 

全体では、「夫婦が協力して」と「家族が協力して」が40％前後と多い。 

年代別では、「主に夫」が18～29歳で6.4％と多く、「主に妻」が4.3％と少ない。 

男女別では、「夫婦が協力して」は男性で43.8％、女性で38.5％と男性の方がやや多く、回答は

少ないが「主に夫」は女性で1.9％、男性で0.6％と女性の方が多い。 

性・年代別では、「夫婦が協力して」は男女ともに18～29歳で50％を超えて多い。 

職業別では、「夫婦が協力して」が会社員（その他）で55.6％と多く、「家族が協力して」が商

工・サービス業の家族従事者で66.7％、公務員で52.4％、専業主婦・主夫で50.0％と多い。「主に

妻」は商工・サービス業の自営業主で44.4％、農林水産業の家族従事者で33.3％と多い。 

共働き状況別では、「主に妻」が共働きではない家庭で27.0％と多い。 

世帯構成別では、「夫婦が協力して」が親と子と孫等（三世代以上同居）と夫婦ふたり暮らしで

46％を超えてやや多い。 

家事分担の現実別では、家族が協力している家庭で「家族が協力して」が60.0％、夫婦が協力

している家庭で「夫婦が協力して」が54.7％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「主に妻」が前回（21.8％）より少なく、「夫婦が協力して」が前回（35.1％）

よりやや多い。 

 

 全体 主に夫 主に妻
夫婦が協力
して

家族が協力
して

主に子ども その他の人 無回答

399 2 87 140 160 0 0 10

100.0 0.5 21.8 35.1 40.1 0.0 0.0 2.5

381 5 54 154 152 - - 16

100.0 1.3 14.2 40.4 39.9 - - 4.2

前回

今回

問20．①掃除・洗濯（理想）

問20　家事分担・理想①掃除・洗濯〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

1.3

6.4

3.3

14.2

4.3

14.8

16.0

13.9

15.1

18.0

40.4

44.7

34.4

45.3

41.8

39.6

37.7

39.9

42.6

47.5

38.7

40.5

37.7

34.4

4.2

2.1

3.8

7.5

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して

主に子ども その他の人 無 回 答



５３ 

男性 162

女性 213

1.9

0.0

30.9

24.4

32.1

43.2

29.6

28.6

0.0

0.0

0.0

0.0

5.6

3.8

②食事のしたく 

全体では、「夫婦が協力して」が38.1％と多く、「家族が協力して」は28.6％、「主に妻」が27.6％

と続いている。 

年代別では、「夫婦が協力して」が18～29歳で53.2％と最も多く、「家族が協力して」が60～69

歳で37.7％と多い。 

男女別では、「夫婦が協力して」は女性で43.2％、男性で32.1％と女性の方が多い。 

性・年代別では、「夫婦が協力して」は女性の18～29歳と30～39歳で58％台と多く、「家族が協

力して」は女性の50～59歳で38.6％と多い。 

職業別では、「夫婦が協力して」が農林水産業の家族従事者で66.7％、公務員で47.6％と多い。 

共働き状況別では、「主に妻」が共働きではない家庭で39.7％と共働きの家庭の28.0％より多い。 

世帯構成別では、「主に妻」が夫婦ふたり暮らしで36.6％と多い。 

家事分担の現実別では、夫婦が協力している家庭で「夫婦が協力して」が62.8％、家族が協力

している家庭で「家族が協力して」が46.3％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「主に妻」が前回（40.1％）より少なく、「夫婦が協力して」が前回（31.1％）

より多い。 

 

 

 

 

全体 主に夫 主に妻
夫婦が協力
して

家族が協力
して

主に子ども その他の人 無回答

399 0 160 124 99 0 0 16

100.0 0.0 40.1 31.1 24.8 0.0 0.0 4.0

381 3 105 145 109 - - 19

100.0 0.8 27.6 38.1 28.6 - - 5.0

問20．②食事のしたく（理想）

今回

前回

問20　家事分担・理想②食事のしたく〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

0.8

2.5

1.6

27.6

23.4

23.0

30.7

25.3

30.2

31.1

38.1

53.2

47.5

37.3

34.2

24.5

36.1

28.6

21.3

27.9

29.3

34.2

37.7

21.3

5.0

2.1

1.6

2.7

3.8

7.5

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して

主に子ども その他の人 無 回 答
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5.6

1.4

12.3

10.8

37.0

36.6

38.9

47.9

0.0

0.0

0.0

0.0

6.2

3.3

③食事の後かたづけ・食器洗い 

全体では、「家族が協力して」が43.6％と多く、「夫婦が協力して」が36.5％、「主に妻」が11.8％

と続いている。 

年代別では、「家族が協力して」が18～29歳で57.4％と多く、「主に妻」が60～69歳と70歳以上

で15.1％、21.3％とやや多い。 

男女別では、「家族が協力して」は女性で47.9％、男性で38.9％と女性の方が多い。 

職業別では、「夫婦が協力して」が農林水産業の家族従事者で66.7％、会社員（その他）で51.9％

と多く、「家族が協力して」が専業主婦・主夫と会社員（技術職）公務員で55％前後と多い。 

未既婚別では、「家族が協力して」が未婚で52.0％と多い。 

共働き状況別では、「家族が協力して」が共働きではない家庭で28.6％と少ない。 

世帯構成別では、「夫婦が協力して」が夫婦ふたり暮らしで46.5％と多い。 

家事分担の現実別では、夫婦が協力している家庭で「夫婦が協力して」が50.7％、家族が協力

している家庭で「家族が協力して」は65.5％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「主に妻」が前回（16.5％）よりやや少なく、「夫婦が協力して」が前回

（32.6％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

全体 主に夫 主に妻
夫婦が協力
して

家族が協力
して

主に子ども その他の人 無回答

399 9 66 130 176 3 0 15

100.0 2.3 16.5 32.6 44.1 0.8 0.0 3.8

381 12 45 139 166 - - 19

100.0 3.1 11.8 36.5 43.6 - - 5.0

問20．③食事の後かたづけ・食器洗い（理想）

前回

今回

問20　家事分担・理想③食事の後かたづけ・食器洗い〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

3.1

8.5

4.9

2.7

1.3

1.9

1.6

11.8

11.5

13.3

7.6

15.1

21.3

36.5

31.9

37.7

37.3

38.0

30.2

42.6

43.6

57.4

45.9

45.3

49.4

43.4

23.0

5.0

2.1

1.3

3.8

9.4

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して

主に子ども その他の人 無 回 答
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2.5

1.9

35.2

38.5

45.7

51.2

11.7

6.1

0.0

0.0

0.0

0.0

4.9

2.3

④日常の家計の管理 

全体では、「夫婦が協力して」が48.6％と多く、「主に妻」が37.0％と続いている。 

年代別では、「夫婦が協力して」が40・50・60歳代で50％を超えて多く、「主に妻」が70歳以上

で41.0％とやや多い。 

男女別では、「夫婦が協力して」は女性で51.2％、男性で45.7％と女性の方が多く、「家族が協

力して」は男性で11.7％、女性で6.1％と男性の方が多い。 

性・年代別では、「夫婦が協力して」は女性の40～59歳で60％前後と多い。 

職業別では、「夫婦が協力して」が商工・サービス業の家族従事者で66.7％、公務員で59.5％と

多い。「主に妻」は商工・サービス業の自営業主で55.6％と多く、農林水産業の自営業主で26.7％

と少ない。 

家事分担の現実別では、夫婦が協力している家庭で「夫婦が協力して」が70.9％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「主に妻」が前回（46.1％）より少なく、「夫婦が協力して」が前回（42.6％）

よりやや多い。 

 

 

 

 

 

全体 主に夫 主に妻
夫婦が協力
して

家族が協力
して

主に子ども その他の人 無回答

399 10 184 170 21 0 0 14

100.0 2.5 46.1 42.6 5.3 0.0 0.0 3.5

381 8 141 185 32 - - 15

100.0 2.1 37.0 48.6 8.4 - - 3.9

問20．④日常の家計の管理（理想）

前回

今回

問20　家事分担・理想④日常の家計の管理〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

2.1

2.1

1.6

2.7

2.5

1.9

1.6

37.0

36.2

37.7

33.3

36.7

37.7

41.0

48.6

46.8

45.9

52.0

53.2

50.9

42.6

8.4

12.8

14.8

12.0

3.8

1.9

6.6

3.9

2.1

3.8

7.5

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して

主に子ども その他の人 無 回 答
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0.6

0.0

9.3

4.2

63.6

73.7

19.8

18.8

0.6

0.0

0.0

0.0

6.2

3.3

⑤子育て（育児・しつけ） 

全体では、「夫婦が協力して」が69.0％と多く、「家族が協力して」が18.9％と続いている。 

年代別では、「家族が協力して」が18～39歳で25％前後とやや多く、「主に夫」が50～59歳で1.3％

回答されている。 

男女別では、「夫婦が協力して」は女性で73.7％、男性で63.6％と女性の方がやや多い。 

性・年代別では、「夫婦が協力して」は女性の50～59歳で84.1％と最も多い。 

職業別では、「夫婦が協力して」が会社員（事務職）で82.8％、商工・サービス業の自営業主で

77.8％、会社員（その他）で74.1％、会社員（技術職）で71.9％と多い。「家族が協力して」が農

林水産業の家族従事者で50.0％、農林水産業の自営業主で40.0％と多い。 

家事分担の現実別では、夫婦が協力している家庭で「夫婦が協力して」が77.8％、家族が協力

している家庭で「家族が協力して」が44.7％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「夫婦が協力して」が前回（75.2％）より少なく、「主に妻」が前回（4.0％）

よりやや多い。 

 

 

 

 

 

全体 主に夫 主に妻
夫婦が協力
して

家族が協力
して

主に子ども その他の人 無回答

399 1 16 300 68 0 0 14

100.0 0.3 4.0 75.2 17.0 0.0 0.0 3.5

381 1 25 263 72 1 - 19

100.0 0.3 6.6 69.0 18.9 0.3 - 5.0

問20．⑤子育て（育児・しつけ）（理想）

前回

今回

問20　家事分担・理想⑤子育て（育児・しつけ）〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

0.3

1.3

6.6

4.3

8.2

8.0

3.8

3.8

9.8

69.0

70.2

65.6

70.7

73.4

67.9

67.2

18.9

23.4

26.2

18.7

17.7

18.9

11.5

0.3

1.3

5.0

2.1

1.3

3.8

9.4

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して

主に子ども その他の人 無 回 答
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0.6

0.0

6.8

5.6

42.0

35.2

44.4

54.9

0.0

0.0

0.6

0.9

5.6

3.3

⑥家族の看護 

全体では、「家族が協力して」が50.1％多く、「夫婦が協力して」が38.1％と続いている。 

年代別では、「家族が協力して」が30～39歳で60.7％と多く、「夫婦が協力して」が40～49歳で

49.3％と多い。「主に妻」が18～29歳と70歳以上で10％台とやや多い。 

男女別では、「家族が協力して」は女性で54.9％、男性で44.4％と女性の方が多い。 

性・年代別では、「家族が協力して」は女性の30～39歳と60～69歳で65％前後と多い。 

職業別では、「家族が協力して」が農林水産業の家族従事者で66.7％、農林水産業の自営業主で

60.0％、専業主婦・主夫で58.3％とやや多い。 

家事分担の現実別では、「家族が協力して」は家族が協力している家庭で74.6％、主に夫の家庭

で66.7％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「家族が協力して」が前回（53.9％）よりやや少なく、「主に妻」が前回

（3.3％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

 

全体 主に夫 主に妻
夫婦が協力
して

家族が協力
して

主に子ども その他の人 無回答

399 1 13 152 215 0 2 16

100.0 0.3 3.3 38.1 53.9 0.0 0.5 4.0

381 1 23 145 191 - 3 18

100.0 0.3 6.0 38.1 50.1 - 0.8 4.7

問20．⑥家族の介護や看護（理想）

前回

今回

問20　家事分担・理想⑥家族の看護〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

0.3

1.3

6.0

10.6

6.6

4.0

2.5

3.8

11.5

38.1

38.3

32.8

49.3

40.5

28.3

34.4

50.1

44.7

60.7

44.0

51.9

58.5

44.3

0.8

4.3

1.3

4.7

2.1

1.3

3.8

9.4

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して

主に子ども その他の人 無 回 答
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0.6

0.5

7.4

2.8

35.8

28.2

45.7

59.6

0.0

0.0

5.6

5.6

4.9

3.3

⑦家族の介護（高齢者・障害者） 

全体では、「家族が協力して」が53.5％と多く、「夫婦が協力して」が31.2％と続いている。 

年代別では、「家族が協力して」が60～69歳で64.2％と多く、「夫婦が協力して」が40～49歳で

42.7％と多い。「主に妻」が70歳以上で13.1％と多い。 

男女別では、「家族が協力して」は女性で59.6％、男性で45.7％と女性の方が多い。「夫婦が協

力して」は男性で35.8％、女性で28.2％と男性の方が多い。 

性・年代別では、「家族が協力して」は女性の50～59歳で72.7％、60～69歳で69.2％と多く、「夫

婦が協力して」は女性の40～49歳で42.5％と多い。 

職業別では、「家族が協力して」が農林水産業の家族従事者と商工・サービス業の家族従事者で

ともに83.3％、商工・サービス業の自営業主と専業主婦でともに66.7％と多く、「夫婦が協力して」

が会社員（事務職）、会社員（技術職）、会社員（その他）で40％を超えて多い。 

家事分担の現実別では、家族が協力している家庭で「家族が協力して」が80.0％、夫婦が協力

している家庭で「夫婦が協力して」が45.7％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問20　家事分担・理想⑦家族の介護（高齢者・障害者）〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

0.5

2.1

1.3

4.7

2.1

3.3

2.7

3.8

3.8

13.1

31.2

36.2

31.1

42.7

29.1

20.8

26.2

53.5

42.6

57.4

49.3

57.0

64.2

50.8

5.5

14.9

8.2

5.3

5.1

1.9

4.5

2.1

3.8

9.4

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して

主に子ども その他の人 無 回 答



５９ 

男性 162

女性 213

12.3

0.9

47.5

64.3

17.9

15.0

12.3

11.7

1.2

0.5

3.1

1.9

5.6

5.6

問 21 あなたの家庭では、次にあげるような家庭内の仕事を、実際に誰が分担しています

か。 

①掃除・洗濯 

全体では、「主に妻」が57.0％と多く、「夫婦が協力して」が16.8％、「家族が協力して」が11.8％

と続いている。 

年代別では、「主に妻」が50・60歳代で65％を超えて多く、「夫婦が協力して」が30～39歳で31.1％、

「家族が協力して」が18～29歳で25.5％と多い。「主に夫」が60～69歳で13.2％とやや多い。 

男女別では、「主に妻」は女性で64.3％、男性で47.5％と女性の方が多い。 

性・年代別では、「主に妻」は女性の60～69歳で92.3％、50～59歳で81.8％と多い。 

職業別では、「主に妻」が専業主婦・主夫で75.0％、「夫婦が協力して」が会社員（その他）で

27.8％と多い。 

共働き状況別では、「夫婦が協力して」が共働きの家庭で29.3％と多く、共働きではない家庭で

19.0％と少ない。 

世帯構成別では、「主に妻」が夫婦ふたり暮らしで71.8％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「主に妻」が前回（60.9％）よりやや少なく、「主に夫」と「家族が協力

して」が前回（3.0％、8.5％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

全体 主に夫 主に妻
夫婦が協力
して

家族が協力
して

主に子ども その他の人 無回答

399 12 243 74 34 8 8 20

100.0 3.0 60.9 18.5 8.5 2.0 2.0 5.0

381 22 217 64 45 3 9 21

100.0 5.8 57.0 16.8 11.8 0.8 2.4 5.5

問21．①掃除・洗濯（現実）

前回

今回

問21　家事分担・現実①掃除・洗濯〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

5.8

4.3

6.6

5.3

3.8

13.2

3.3

57.0

48.9

45.9

48.0

68.4

66.0

62.3

16.8

10.6

31.1

17.3

16.5

11.3

9.8

11.8

25.5

9.8

18.7

5.1

3.8

11.5

0.8

2.1

2.7

2.4

2.1

4.9

2.7

2.5

0.0

1.6

5.5

6.4

1.6

5.3

3.8

5.7

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して

主に子ども その他の人 無 回 答
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12.3

1.4

56.2

69.0

11.7

10.8

11.7

10.3

0.0

0.9

2.5

1.4

5.6

6.1

②食事のしたく 

全体では、「主に妻」が63.8％と多く、「夫婦が協力して」が11.3％、「家族が協力して」が10.8％

と続いている。 

年代別では、「主に妻」と「主に夫」が60～69歳で71.7％、11.3％と多く、「夫婦が協力して」

が30～39歳で23.0％、「家族が協力して」が18～29歳で19.1％と多い。 

男女別では、「主に夫」は男性で12.3％、女性で1.4％と男性の方がやや多い。 

性・年代別では、「主に妻」は女性の60～69歳で92.3％、50～59歳で79.5％と多い。 

職業別では、「主に妻」が専業主婦・主夫で83.3％、パート・アルバイト・派遣等で72.4％と多

い。 

世帯構成別では、「主に妻」が夫婦ふたり暮らしで77.5％と多い。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「主に妻」が前回（68.9％）より少なく、「主に夫」と「家族が協力して」

が前回（2.5％、7.0％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

全体 主に夫 主に妻
夫婦が協力
して

家族が協力
して

主に子ども その他の人 無回答

399 10 275 44 28 7 10 25

100.0 2.5 68.9 11.0 7.0 1.8 2.5 6.3

381 23 243 43 41 2 7 22

100.0 6.0 63.8 11.3 10.8 0.5 1.8 5.8

問21．②食事のしたく（現実）

前回

今回

問21　家事分担・現実②食事のしたく〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

6.0

4.3

1.6

6.7

7.6

11.3

4.9

63.8

55.3

57.4

64.0

67.1

71.7

63.9

11.3

10.6

23.0

6.7

13.9

5.7

6.6

10.8

19.1

11.5

14.7

5.1

5.7

11.5

0.5

2.1

1.3

1.8

4.9

1.3

2.5

1.6

5.8

8.5

1.6

5.3

3.8

5.7

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して

主に子ども その他の人 無 回 答
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16.0

2.8

36.4

60.6

21.0

15.5

17.3

12.7

0.6

1.4

2.5

1.4

6.2

5.6

③食事の後かたづけ・食器洗い 

全体では、「主に妻」が50.4％と多く、「夫婦が協力して」が18.1％、「家族が協力して」が14.4％

と続いている。 

年代別では、「主に妻」が60～69歳で67.9％と多く、「夫婦が協力して」が30～39歳で32.8％と

多い。 

男女別では、「主に妻」は女性で60.6％、男性で36.4％と女性の方が多い。 

性・年代別では、「主に妻」は女性の60～69歳で96.2％、50～59歳で65.9％と多い。「夫婦が協

力して」は男性の50～59歳で28.6％、30～39歳で25.0％、40～49歳で22.9％とやや多く、「家族が

協力して」は男性の18～29歳で38.9％、30～39歳で25.0％と多い。 

職業別では、「夫婦が協力して」が会社員（技術職）で28.1％、公務員で26.2％、会社員（その

他）で22.2％と多い。 

世帯構成別では、「主に妻」が夫婦ふたり暮らしで66.2％、親と子と孫等（三世代以上同居）で

62.9％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「主に妻」が前回（56.1％）より少なく、「主に夫」と「家族が協力して」

が前回（3.0％、11.3％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

全体 主に夫 主に妻
夫婦が協力
して

家族が協力
して

主に子ども その他の人 無回答

399 12 224 75 45 9 8 26

100.0 3.0 56.1 18.8 11.3 2.3 2.0 6.5

381 32 192 69 55 4 7 22

100.0 8.4 50.4 18.1 14.4 1.0 1.8 5.8

問21．③食事の後かたづけ・食器洗い（現実）

前回

今回

問21　家事分担・現実③食事の後かたづけ・食器洗い〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

8.4

12.8

4.9

8.0

6.3

13.2

8.2

50.4

40.4

42.6

44.0

53.2

67.9

54.1

18.1

10.6

32.8

16.0

22.8

5.7

14.8

14.4

21.3

14.8

22.7

11.4

7.5

9.8

1.0

6.4

1.3

1.8

3.3

2.7

2.5

1.6

5.8

8.5

1.6

5.3

3.8

5.7

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して

主に子ども その他の人 無 回 答
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15.4

4.7

50.6

71.8

19.1

10.8

5.6

3.8

0.0

0.5

2.5

1.9

6.8

6.6

④日常の家計の管理 

全体では、「主に妻」が63.0％と多く、「夫婦が協力して」が14.4％、「主に夫」が9.2％と続い

ている。 

年代別では、「主に妻」が60～69歳で71.7％と多く、「夫婦が協力して」が40～49歳で20.0％と

多い。 

男女別では、「主に妻」は女性で71.8％、男性で50.6％と女性の方が多い。 

性・年代別では、「主に妻」は女性の60～69歳で88.5％、50～59歳で77.3％と多い。「夫婦が協

力して」が男性の40～49歳で25.7％、30～39歳で25.0％と多い。 

職業別では、「主に妻」は専業主婦・主夫で75.0％、会社員（事務職）で72.4％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「夫婦が協力して」が前回（17.0％）よりやや少ない。 

 

 

 

 

 

全体 主に夫 主に妻
夫婦が協力
して

家族が協力
して

主に子ども その他の人 無回答

399 33 244 68 15 3 8 28

100.0 8.3 61.2 17.0 3.8 0.8 2.0 7.0

381 35 240 55 17 1 8 25

100.0 9.2 63.0 14.4 4.5 0.3 2.1 6.6

問21．④日常の家計の管理（現実）

前回

今回

問21　家事分担・現実④日常の家計の管理〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

9.2

2.1

14.8

9.3

10.1

13.2

4.9

63.0

68.1

62.3

54.7

64.6

71.7

57.4

14.4

8.5

14.8

20.0

16.5

7.5

16.4

4.5

10.6

3.3

5.3

2.5

1.9

4.9

0.3

1.3

2.1

2.1

3.3

2.7

2.5

1.6

6.6

8.5

1.6

6.7

3.8

5.7

14.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して

主に子ども その他の人 無 回 答
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4.3

0.5

24.7

39.4

34.6

35.7

13.0

7.5

0.0

0.5

3.1

2.3

20.4

14.1

⑤子育て（育児・しつけ） 

全体では、「夫婦が協力して」が35.4％、「主に妻」が33.1％と同程度で多く、「夫婦が協力して」

が10.0％と続いている。 

年代別では、「夫婦が協力して」が50～59歳で41.8％と多く、「家族が協力して」が18～29歳で

19.1％と多い。 

男女別では、「主に妻」は女性で39.4％、男性で24.7％と女性の方が多い。 

職業別では、「主に妻」がパート・アルバイト・派遣等で43.1％、「夫婦が協力して」が商工・

サービス業の自営業主で66.7％、商工・サービス業の家族従事者、公務員、専業主婦・主夫でと

もに50.0％と多い。「家族が協力して」が農林水産業の家族従事者と農林水産業の自営業主で30％

前後と多い。 

未既婚別では、「夫婦が協力して」が既婚で46.1％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「夫婦が協力して」が前回（40.6％）より少ない。 

 

 

 

 

 

 

全体 主に夫 主に妻
夫婦が協力
して

家族が協力
して

主に子ども その他の人 無回答

399 5 122 162 37 1 9 63

100.0 1.3 30.6 40.6 9.3 0.3 2.3 15.8

381 8 126 135 38 1 10 63

100.0 2.1 33.1 35.4 10.0 0.3 2.6 16.5

前回

今回

問21．⑤子育て（育児・しつけ）（現実）

問21　家事分担・現実⑤子育て（育児・しつけ）〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

2.1

2.1

1.6

2.7

2.5

3.8

33.1

34.0

31.1

33.3

36.7

34.0

27.9

35.4

29.8

36.1

34.7

41.8

30.2

34.4

10.0

19.1

13.1

13.3

2.5

11.3

4.9

0.3

1.3

2.6

2.1

8.2

2.7

2.5

16.5

12.8

9.8

12.0

13.9

20.8

32.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して

主に子ども その他の人 無 回 答
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6.2

0.9

27.2

45.1

27.2

21.1

18.5

16.4

0.0

0.5

3.7

3.3

17.3

12.7

⑥家族の看護 

全体では、「主に妻」が37.3％と多く、「夫婦が協力して」が23.9％、「家族が協力して」が17.6％

と続いている。 

年代別では、「主に妻」が60～69歳で41.5％と多く、「夫婦が協力して」が50～59歳で31.6％、

「家族が協力して」が18～29歳で29.8％と多い。 

男女別では、「主に妻」は女性で45.1％、男性で27.2％と女性の方が多い。 

性・年代別では、「主に妻」は女性の60～69歳で53.8％、40～49歳で52.5％と多く、「夫婦が協

力して」は男性の40・50歳代でともに34.3％と多い。 

職業別では、「主に妻」が専業主婦・主夫が54.2％、パート・アルバイト・派遣等が50.0％と多

く、「夫婦が協力して」が商工・サービス業の自営業主で44.4％、会社員（技術職）で37.5％と多

い。 

未既婚別では、「夫婦が協力して」が既婚で34.2％と多い。 

共働き状況別では、「夫婦が協力して」が共働きの家庭で37.3％と共働きではない家庭の28.6％

より多い。 

世帯構成別では、「夫婦が協力して」が夫婦ふたり暮らしで36.6％、「家族が協力して」が親と

子と孫等（三世代以上同居）で28.6％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「夫婦が協力して」が前回（31.6％）より少なく、「主に妻」が前回（28.1％）

より多い。 

 

 

 

 

 

全体 主に夫 主に妻
夫婦が協力
して

家族が協力
して

主に子ども その他の人 無回答

399 5 112 126 76 3 22 55

100.0 1.3 28.1 31.6 19.0 0.8 5.5 13.8

381 12 142 91 67 1 13 55

100.0 3.1 37.3 23.9 17.6 0.3 3.4 14.4

問21．⑥家族の介護や看護（現実）

前回

今回

問21　家事分担・現実⑥家族の看護〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

3.1

2.1

1.6

1.3

6.3

5.7

1.6

37.3

38.3

36.1

37.3

35.4

41.5

36.1

23.9

14.9

21.3

25.3

31.6

17.0

26.2

17.6

29.8

16.4

21.3

11.4

18.9

11.5

0.3

1.3

3.4

2.1

11.5

4.0

2.5

14.4

12.8

13.1

9.3

12.7

17.0

24.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して

主に子ども その他の人 無 回 答
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8.6

0.9

21.6

31.9

25.9

22.5

16.0

20.2

0.0

0.5

8.6

8.5

19.1

15.5

⑦家族の介護（高齢者・障害者） 

全体では、「主に妻」が27.6％、「夫婦が協力して」が24.1％、「家族が協力して」が18.4％と続

いている。 

年代別では、「主に妻」が50・60歳代で30％台と多く、「家族が協力して」が18～29歳で31.9％

と多い。 

男女別では、「主に妻」は女性で31.9％、男性で21.6％と女性の方が多い。 

職業別では、「主に妻」がパート・アルバイト・派遣等で44.8％と多い。 

未既婚別では、既婚で「夫婦が協力して」が35.6％と多い。 

世帯構成別では、夫婦ふたり暮らしで「夫婦が協力して」が42.3％、親と子と孫等（三世代以

上同居）で「家族が協力して」が31.4％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問21　家事分担・現実⑦家族の介護（高齢者・障害者）〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

4.2

4.3

1.6

1.3

7.6

9.4

1.6

27.6

27.7

19.7

25.3

31.6

32.1

27.9

24.1

12.8

21.3

26.7

26.6

18.9

32.8

18.4

31.9

19.7

22.7

13.9

18.9

8.2

0.3

1.3

8.7

10.6

23.0

6.7

7.6

1.9

1.6

16.8

12.8

14.8

16.0

12.7

18.9

27.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して

主に子ども その他の人 無 回 答
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５ 地域社会活動 

問 22 あなたは、次のような地域活動に参加していますか。 

全体では、「特に参加していない」が53.3％と多く、「自治会、婦人会、老人会、ＰＴＡ、子ど

も会等の活動」が31.5％、「趣味や教養、スポーツ、レクリエーションに関する活動」が16.6％と

続いている。 

年代別では、「特に参加していない」が18～29歳で78.7％と最も多く、「自治会、婦人会、老人

会、ＰＴＡ、子ども会等の活動」が70歳以上で41.0％と多い。 

男女別では、「自治会、婦人会、老人会、ＰＴＡ、子ども会等の活動」と「防災・防犯等の地域

活動」は男性で34.6％、18.5％、女性で29.1％、8.5％といずれも男性の方が多い。 

性・年代別では、「自治会、婦人会、老人会、ＰＴＡ、子ども会等の活動」は男性の70歳以上で

46.4％、60～69歳で42.3％と多く、「趣味や教養、スポーツ、レクリエーションに関する活動」は

女性の60～69歳で30.8％、70歳以上で27.3％と多い。 

居住地区別では、「自治会、婦人会、老人会、ＰＴＡ、子ども会等の活動」が尾川地区で45.0％、

「防災・防犯等の地域活動」が黒岩地区で23.3％と最も多い。 

職業別では、「特に参加していない」が学生で77.8％、会社員（事務職）で69.0％と多い。 

未既婚別では、「自治会、婦人会、老人会、ＰＴＡ、子ども会等の活動」が既婚で41.6％と多い。 

世帯構成別では、「特に参加していない」がひとり暮らしで64.4％と多い。 
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問22　地域活動の参加〔％・複数回答〕
N = 381

％

自治会、婦人会、老人
会、ＰＴＡ、子ども会等の
活動

趣味や教養、スポーツ、レ
クリエーションに関する活
動

リサイクル、環境保護、ま
ちづくり等の活動

福祉・ボランティア・ＮＰＯ
等の活動

防災・防犯等の地域活動

職業技術や資格の取得に
関する活動

ホームステイ受け入れや
海外ボランティア等国際
交流活動

行政の各種委員会や審
議会の委員等の公的活
動

その他

特に参加していない

無　回　答

31.5

16.8

7.9

7.1

12.6

2.6

1.3

2.1

1.0

53.3

1.6

14.9

10.6

2.1

2.1

2.1

6.4

78.7

29.5

9.8

1.6

4.9

8.2

1.6

1.6

59.0

1.6

33.3

12.0

5.3

5.3

12.0

5.3

2.7

1.3

1.3

54.7

32.9

16.5

10.1

2.5

12.7

2.5

1.3

1.3

51.9

34.0

26.4

13.2

13.2

20.8

0.0

1.9

3.8

52.8

41.0

26.2

14.8

16.4

19.7

1.6

1.6

6.6

1.6

29.5

6.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上



６８ 

問22　地域活動の参加〔％・複数回答〕
N = 381

％

自治会、婦人会、老人会、
ＰＴＡ、子ども会等の活動

趣味や教養、スポーツ、レク
リエーションに関する活動

リサイクル、環境保護、まち
づくり等の活動

福祉・ボランティア・ＮＰＯ等
の活動

防災・防犯等の地域活動

職業技術や資格の取得に
関する活動

ホームステイ受け入れや海
外ボランティア等国際交流
活動

行政の各種委員会や審議
会の委員等の公的活動

その他

特に参加していない

無　回　答

31.5

16.8

7.9

7.1

12.6

2.6

1.3

2.1

1.0

53.3

1.6

34.6

16.7

8.0

7.4

18.5

1.9

1.2

1.2

0.6

51.9

0.0

29.1

16.9

8.0

7.0

8.5

3.3

1.4

2.8

1.4

54.9

2.3

0 10 20 30 40 50 60

全 体 男性 女性

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「趣味や教養、スポーツ、レクリエーションに関する活動」と「防災・防

犯などの地域活動」が前回（23.6％、15.0％）より少なく、「自治会、婦人会、老人会、ＰＴＡ、

子ども会などの活動」が前回（27.8％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体

自治会、婦人

会、老人会、Ｐ

ＴＡ、子ども会

などの活動

趣味や教養、

スポーツ、レク

リエーションに

関する活動

リサイクル、環

境保護、まち

づくりなどの活

動

福祉・ボラン

ティア・ＮＰＯな

どの活動

防災・防犯な

どの地域活動

職業技術や資

格の取得に関

する活動

ホームステイ

受け入れや海

外ボランティア

など国際交流

活動

399 111 94 28 35 60 10 5

100.0 27.8 23.6 7.0 8.8 15.0 2.5 1.3

381 120 64 30 27 48 10 5

100.0 31.5 16.8 7.9 7.1 12.6 2.6 1.3

問22．地域活動参加状況

前回

今回

行政の各種委

員会や審議会

の委員などの

公的活動

その他
特に参加して

いない
無回答

12 6 201 9

3.0 1.5 50.4 2.3

8 4 203 6

2.1 1.0 53.3 1.6

前回

今回



６９ 

問 23 あなたの住んでいる地域での様々な活動において、次のような男女間の格差があり

ますか。 

全体では、「わからない」が42.0％と多く、「会議や行事等で女性が飲食の世話や後かたづけを

することが多い」が39.9％、「地域の活動には女性の方が積極的で活発である」が12.3％と続いて

いる。 

年代別では、「地域の活動には女性の方が積極的で活発である」が60～69歳と70歳以上で18％台

と多く、「わからない」が18～29歳と30～39歳で54％前後と多い。 

男女別では、「会議や行事等で女性が飲食の世話や後かたづけをすることが多い」と「わからな

い」は女性で40％台と多く、「特に男女格差はない」は男性で16.0％と多い。 

居住地区別では、「会議や行事等で女性が飲食の世話や後かたづけをすることが多い」が斗賀野

地区で52.4％、「特に男女格差はない」が尾川地区で30.0％と多い。 

職業別では、「会議や行事等で女性が飲食の世話や後かたづけをすることが多い」が公務員と専

業主婦・主夫、農林水産業の家族従事者、商工・サービス業の家族従事者で50.0％を超えて多い。 
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問23　地域での活動においての男女間の格差〔％・複数回答〕
N = 381

％

会議や行事等で女性が飲
食の世話や後かたづけを
することが多い

会議や行事等で女性が意
見を言いにくい、取り上げ
てもらいにくい

役員選挙に女性が出にく
い、また選ばれにくい

地域の行事で女性が参加
できないものがあるなど、
男性と差がある

地域の活動に女性が少な
いため歓迎される

地域の活動には女性の方
が積極的で活発である

その他

わからない

特に男女格差はない

無　回　答

39.9

3.9

6.8

1.8

2.9

12.3

0.3

42.0

11.8

1.8

38.3

2.1

4.3

2.1

4.3

53.2

10.6

37.7

6.6

8.2

3.3

11.5

54.1

4.9

40.0

2.7

5.3

1.3

1.3

12.0

42.7

13.3

41.8

3.8

7.6

3.8

2.5

8.9

1.3

48.1

10.1

41.5

1.9

7.5

1.9

1.9

18.9

34.0

13.2

3.8

41.0

6.6

8.2

3.3

6.6

18.0

21.3

16.4

8.2

0 10 20 30 40 50 60

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上
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【前回調査との比較】「会議や行事などで女性が飲食の世話や後かたづけをすることが多い」と

「会議や行事などで女性が意見を言いにくい、意見を取り上げてもらいにくい」が前回（47.9％、

6.8％）より少なく、「わからない」が前回（30.1％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体

会議や行事な

どで女性が飲

食の世話や後

かたづけをす

ることが多い

会議や行事な

どで女性が意

見を言いにく

い、意見を取り

上げてもらい

にくい

役員選挙に女

性が出にくい、

また選ばれに

くい

地域の行事で

女性が参加で

きないものが

あるなど、男

性と差がある

地域の活動に

女性が少ない

ため歓迎され

る

地域の活動に

は女性の方が

積極的で活発

である

その他

399 191 27 37 8 21 47 3

100.0 47.9 6.8 9.3 2.0 5.3 11.8 0.8

381 152 15 26 7 11 47 1

100.0 39.9 3.9 6.8 1.8 2.9 12.3 0.3

問23．地域活動における男女間の格差

前回

今回

わからない
特に男女格差

はない
無回答

120 52 10

30.1 13.0 2.5

160 45 7

42.0 11.8 1.8

前回

今回

問23　地域での活動においての男女間の格差〔％・複数回答〕
N = 381

％

会議や行事等で女性が飲
食の世話や後かたづけをす
ることが多い

会議や行事等で女性が意
見を言いにくい、取り上げて
もらいにくい

役員選挙に女性が出にく
い、また選ばれにくい

地域の行事で女性が参加
できないものがあるなど、男
性と差がある

地域の活動に女性が少な
いため歓迎される

地域の活動には女性の方
が積極的で活発である

その他

わからない

特に男女格差はない

無　回　答

39.9

3.9

6.8

1.8

2.9

12.3

0.3

42.0

11.8

1.8

38.3

3.7

8.0

2.5

3.1

12.3

0.6

37.0

16.0

1.9

41.3

4.2

6.1

1.4

2.8

12.2

0.0

46.5

8.0

1.9

0 10 20 30 40 50

全 体 男性 女性



７２ 

問 24 あなたの住んでいる地域での様々な活動において、男女共同参画を積極的に進める

ためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

全体では、「様々な立場の人達が参加しやすいよう活動の時間帯を工夫すること」が38.3％と多

く、「男性も女性も積極的に地域活動に参加すること」が33.9％、「わからない」が23.9％と続い

ている。 

年代別では、「様々な立場の人達が参加しやすいよう活動の時間帯を工夫すること」が30～39

歳と60～69歳で46％前後と多く、「男性も女性も積極的に地域活動に参加すること」が18～29歳と

70歳以上で40％を超えて多い。 

男女別では、「様々な立場の人達が参加しやすいよう活動の時間帯を工夫すること」、「男性も女

性も積極的に地域活動に参加すること」と「地域活動のリーダーに女性を積極的に登用すること」

は男性で42.6％、40.1％、22.8％と多い。「わからない」と「家族の理解と協力を得ること」は女

性で27.7％、21.1％と多い。 

性・年代別では、「様々な立場の人達が参加しやすいよう活動の時間帯を工夫すること」と「地

域活動やボランティア活動についての情報提供を充実すること」は男性の18～29歳と30～39歳で

50％以上、30％以上と多く、「地域活動のリーダーに女性を積極的に登用すること」は男性の60

～69歳と70歳以上で30％前後と多い。「男性も女性も積極的に地域活動に参加すること」は男性の

18～29歳と70歳以上で50％を超えて多い。 

居住地区別では、「男性も女性も積極的に地域活動に参加すること」が尾川地区で60.0％と多い。 

職業別では、「様々な立場の人達が参加しやすいよう活動の時間帯を工夫すること」が商工・サ

ービス業の家族従事者で66.7％、会社員（その他）で57.4％と多い。「男性も女性も積極的に地域

活動に参加すること」が商工・サービス業の自営業主で55.6％と多く、農林水産業の自営業主で

46.7％、学生で44.4％と続いている。「社会通念や慣習を改めるための啓発活動を充実すること」

が専業主婦・主夫で33.3％、会社員（事務職）で31.0％と多く、「わからない」が会社員（技術職）

で37.5％と多い。 
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問24　地域で男女共同参画を進めるのに必要な事〔％・複数回答〕
N = 381

％

社会通念や慣習を改める
ための啓発活動を充実す
ること

地域活動のリーダーに女
性を積極的に登用するこ
と

女性のリーダーを養成す
るための講習会等を開催
すること

様々な立場の人達が参加
しやすいよう活動の時間
帯を工夫すること

地域活動やボランティア
活動についての情報提供
を充実すること

男性も女性も積極的に地
域活動に参加すること

家族の理解と協力を得る
こと

その他

わからない

無　回　答

19.4

15.7

6.3

38.3

18.9

33.9

18.9

1.3

23.9

4.5

17.0

10.6

6.4

38.3

23.4

40.4

19.1

2.1

31.9

21.3

9.8

4.9

45.9

29.5

27.9

23.0

26.2

17.3

14.7

5.3

37.3

12.0

26.7

18.7

1.3

28.0

2.7

19.0

15.2

8.9

32.9

16.5

31.6

21.5

2.5

17.7

6.3

18.9

24.5

9.4

47.2

18.9

35.8

17.0

20.8

3.8

23.0

19.7

3.3

34.4

18.0

45.9

14.8

1.6

19.7

11.5

0 10 20 30 40 50

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上
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【前回調査との比較】「地域活動のリーダーに女性を積極的に登用すること」と「男性も女性も

積極的に地域活動に参加すること」が前回（19.3％、38.8％）よりやや少なく、「地域に根付いて

いる社会通念や慣習を改めるための啓発活動を充実すること」と「様々な立場の人達が参加しや

すいよう活動の時間帯を工夫すること」が前回（15.0％、35.8％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体

地域に根付い

ている社会通

念や慣習を改

めるための啓

発活動を充実

すること

地域活動の

リーダーに女

性を積極的に

登用すること

女性のリー

ダーを養成す

るための講習

会などを開催

すること

様々な立場の

人達が参加し

やすいよう活

動の時間帯を

工夫すること

地域活動やボ

ランティア活動

についての情

報提供を充実

すること

男性も女性も

積極的に地域

活動に参加す

ること

家族の理解と

協力を得ること

399 60 77 32 143 89 155 79

100.0 15.0 19.3 8.0 35.8 22.3 38.8 19.8

381 74 60 24 146 72 129 72

100.0 19.4 15.7 6.3 38.3 18.9 33.9 18.9

問24．地域活動で男女共同参画を進めるため必要と思うこと

前回

今回

その他 わからない 無回答

4 94 12

1.0 23.6 3.0

5 91 17

1.3 23.9 4.5

前回

今回

問24　地域で男女共同参画を進めるのに必要な事〔％・複数回答〕
N = 381

％

社会通念や慣習を改めるた
めの啓発活動を充実するこ
と

地域活動のリーダーに女性
を積極的に登用すること

女性のリーダーを養成する
ための講習会等を開催する
こと

様々な立場の人達が参加し
やすいよう活動の時間帯を
工夫すること

地域活動やボランティア活
動についての情報提供を充
実すること

男性も女性も積極的に地域
活動に参加すること

家族の理解と協力を得るこ
と

その他

わからない

無　回　答

19.4

15.7

6.3

38.3

18.9

33.9

18.9

1.3

23.9

4.5

19.1

22.8

5.6

42.6

21.6

40.1

16.7

0.6

18.5

2.5

19.7

10.3

7.0

35.7

17.4

29.6

21.1

1.9

27.7

5.6

0 10 20 30 40 50

全 体 男性 女性
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６ 人権意識 

問 25 あなたは、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ：配偶者や恋人等親密な関係にあ

るパートナーからの暴力）について経験したり、見聞きしたりしたことがありますか。 

全体では、「一般的な知識として知っている」が65.1％と最も多く、「自分のまわりに経験した

人がいる」が16.8％、「くわしくはわからないが、言葉としては聞いたことがある」が16.3％と続

いている。 

年代別では、「自分のまわりに経験した人がいる」が30～39歳で26.2％と多く、「くわしくはわ

からないが、言葉としては聞いたことがある」が60～69歳と70歳以上で30％前後と多い。 

男女別では、「一般的な知識として知っている」と「くわしくはわからないが、言葉としては聞

いたことがある」は男性で67.3％、20.4％と多い。 

性・年代別では、「一般的な知識として知っている」は18～29歳の男性で77.8％と多く、女性は

51.7％と少ない。「くわしくはわからないが、言葉としては聞いたことがある」は男性の60～69

歳で38.5％、女性の70歳以上で30.3％と多い。「自分のまわりに経験した人がいる」は女性の18

～29歳と30～39歳で30％前後と多い。 

職業別では、「一般的な知識として知っている」が商工・サービス業の家族従事者で83.3％と最

も多く、学生と公務員、会社員（事務職）で70％以上と続いている。 
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問25　ＤＶについて経験したり見聞きしたこと〔％・複数回答〕
N = 381

％

自分が直接経験したこと
がある

自分のまわりに経験した
人がいる

一般的な知識として知って
いる

くわしくはわからないが、
言葉としては聞いたことが
ある

チラシやパンフレット等で
見たことがある

ドメスティック・バイオレン
ス（ＤＶ）のことを全く知ら
なかった

無　回　答

8.4

16.8

65.1

16.3

11.5

0.5

3.7

4.3

21.3

61.7

14.9

19.1

11.5

26.2

65.6

9.8

6.6

1.6

9.3

17.3

68.0

10.7

4.0

1.3

7.6

16.5

72.2

8.9

13.9

5.1

5.7

5.7

60.4

30.2

11.3

1.9

5.7

9.8

13.1

59.0

27.9

18.0

1.6

8.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上
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【前回調査との比較】「くわしくはわからないが、言葉としては聞いたことがある」が前回

（19.3％）よりやや少なく、「自分のまわりに経験した人がいる」が前回（8.3％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 （問 25で１または２と回答した方に）あなたは、経験したことや見聞きしたことを、

だれかに打ち明けたり、相談したりしましたか。 

全体では、「どこ（だれ）にも相談しなかった」が35.6％と多く、「家族や親せきに相談した」

が32.2％、「友人や知人に相談した」が27.6％と続いている。 

年代別では、「家族や親せきに相談した」が18～29歳、30～39歳と60～69歳で45％を超えて多く、

「友人や知人に相談した」が18～29歳で54.5％、「どこ（だれ）にも相談しなかった」が50～59

歳で50.0％と多い。 

男女別では、男性で「どこ（だれ）にも相談しなかった」が57.7％と多く、「家族や親せきに相

談した」と「友人や知人に相談した」がともに10％台と少ない。 

職業別では、「どこ（だれ）にも相談しなかった」が無職で66.7％、公務員で46.7％と多い。 

 

 

全体

自分が直接経

験したことがあ

る

自分のまわり

に経験した人

がいる

一般的な知識

として知ってい

る

くわしくはわか

らないが、言

葉としては聞

いたことがある

チラシやパンフ

レットなどで見

たことがある

ドメスティック・

バイオレンス

（ＤＶ）のことを

全く知らなかっ

た

無回答

399 26 33 257 77 44 7 34

100.0 6.5 8.3 64.4 19.3 11.0 1.8 8.5

381 32 64 248 62 44 2 14

100.0 8.4 16.8 65.1 16.3 11.5 0.5 3.7

問25．ＤＶの経験

前回

今回

問25　ＤＶについて経験したり見聞きしたこと〔％・複数回答〕
N = 381

％

自分が直接経験したことが
ある

自分のまわりに経験した人
がいる

一般的な知識として知って
いる

くわしくはわからないが、言
葉としては聞いたことがある

チラシやパンフレット等で見
たことがある

ドメスティック・バイオレンス
（ＤＶ）のことを全く知らな
かった

無　回　答

8.4

16.8

65.1

16.3

11.5

0.5

3.7

4.3

13.0

67.3

20.4

8.0

0.6

5.6

11.3

19.7

63.8

12.7

14.6

0.5

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 男性 女性
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問26　だれかに打ち明けたり、相談したこと〔％・複数回答〕
N = 87

％

家族や親せきに相談した

友人や知人に相談した

警察に連絡・相談した

法務局や県庁、役場等に
相談した

女性相談支援センター
（配偶者暴力相談支援セ
ンター）に相談した

こうち男女共同参画セン
ター「ソーレ」に相談した

医療関係者（医師・看護
師等）に相談した

弁護士に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しな
かった

無　回　答

32.2

27.6

6.9

1.1

1.1

1.1

1.1

4.6

9.2

35.6

3.4

45.5

54.5

27.3

45.0

40.0

5.0

5.0

5.0

10.0

25.0

21.1

26.3

5.3

5.3

5.3

10.5

5.3

36.8

5.3

27.8

11.1

11.1

5.6

5.6

11.1

50.0

5.6

50.0

16.7

16.7

33.3

8.3

8.3

8.3

25.0

41.7

8.3

0 10 20 30 40 50 60

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上



７９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「友人や知人に相談した」、「警察に連絡・相談した」と「女性相談支援セ

ンター（配偶者暴力相談支援センター）に相談した」が前回（32.7％、14.5％、5.5％）より少な

く、「どこ（だれ）にも相談しなかった」が前回（25.5％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体
家族や親せき

に相談した

友人や知人に

相談した

警察に連絡・

相談した

法務局や県

庁、役場など

に相談した

女性相談支援

センター（配偶

者暴力相談支

援センター）に

相談した

こうち男女共

同参画セン

ター「ソーレ」

に相談した

医療関係者

（医師・看護師

など）に相談し

た

399 20 18 8 1 3 1 0

100.0 36.4 32.7 14.5 1.8 5.5 1.8 0.0

381 28 24 6 1 1 1 1

100.0 32.2 27.6 6.9 1.1 1.1 1.1 1.1

問26．ＤＶについての相談

今回

前回

弁護士に相談

した
その他

どこ（だれ）に

も相談しな

かった

無回答

2 2 14 1

3.6 3.6 25.5 1.8

4 8 31 3

4.6 9.2 35.6 3.4

前回

今回

問26　だれかに打ち明けたり、相談したこと〔％・複数回答〕
N = 87

％

家族や親せきに相談した

友人や知人に相談した

警察に連絡・相談した

法務局や県庁、役場等に相
談した

女性相談支援センター（配
偶者暴力相談支援セン
ター）に相談した

こうち男女共同参画セン
ター「ソーレ」に相談した

医療関係者（医師・看護師
等）に相談した

弁護士に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しな
かった

無　回　答

32.2

27.6

6.9

1.1

1.1

1.1

1.1

4.6

9.2

35.6

3.4

19.2

11.5

7.7

0.0

3.8

0.0

3.8

3.8

11.5

57.7

3.8

36.7

33.3

6.7

1.7

0.0

1.7

0.0

5.0

8.3

26.7

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 男性 女性



８０ 

問 27 （問 26で 10と回答した方に）あなたが「どこ（だれ）にも相談しなかった」のは、

どのような理由からですか。 

全体では、「相談しても無駄だと思ったから」が29.0％と多く、「相談するほどのことではない

と思ったから」が22.6％、「恥ずかしくて誰にも言えなかったから」が16.1％と続いている。 

年代別では、「相談しても無駄だと思ったから」と「相談するほどのことではないと思ったから」

が18～29歳でともに66.7％と多い。「自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思ったか

ら」と「世間体が悪いから」が60～69歳でともに50.0％と多い。 

男女別では、各項目で女性の回答が多く、「世間体が悪いから」と「そのことについて思い出し

たくなかったらから」は男性が13.3％、6.7％と女性より多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問27　どこ（だれ）にも相談しなかった理由〔％・複数回答〕
N = 31

％

どこ（だれ）に相談してよ
いか、わからなかったから

恥ずかしくて誰にも言えな
かったから

相談しても無駄だと思った
から

相談したことがわかると仕
返しやもっとひどいことを
されるから

相談窓口の担当者の言
動により、不快な思いをす
ると思ったから

自分さえ我慢すれば何と
かこのままやっていけると
思ったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくなかっ
たから

そのことについて思い出し
たくなかったから

自分にも悪いことがあると
思ったから

相談するほどのことでは
ないと思ったから

その他

無　回　答

12.9

16.1

29.0

12.9

16.1

9.7

9.7

3.2

12.9

22.6

9.7

6.5

66.7

66.7

33.3

20.0

20.0

40.0

20.0

14.3

28.6

14.3

14.3

14.3

28.6

28.6

22.2

33.3

44.4

22.2

11.1

11.1

22.2

11.1

22.2

11.1

50.0

50.0

50.0

20.0

20.0

40.0

20.0

20.0

20.0

20.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上



８１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「恥ずかしくて誰にも言えなかったから」と「自分さえ我慢すれば何とか

このままやっていけると思ったから」が前回（ともに21.4％）より少なく、「相談しても無駄だと

思ったから」、「自分にも悪いことがあると思ったから」と「相談するほどのことではないと思っ

たから」が前回（21.4％、0.0％、14.3％）より多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体

どこ（だれ）に

相談してよい

か、わからな

かったから

恥ずかしくて

誰にも言えな

かったから

相談しても無

駄だと思った

から

相談したこと

がわかると、

仕返しや、もっ

とひどいことを

されると思った

から

相談窓口の担

当者の言動に

より、不快な

思いをすると

思ったから

自分さえ我慢

すれば何とか

このままやっ

ていけると思っ

たから

世間体が悪い

から

399 1 3 3 1 0 3 2

100.0 7.1 21.4 21.4 7.1 0.0 21.4 14.3

381 4 5 9 4 - 5 3

100.0 12.9 16.1 29.0 12.9 - 16.1 9.7

問27．どこ（だれ）にも相談しなかった理由

今回

前回

他人を巻き込

みたくなかった

から

そのことにつ

いて思い出し

たくなかったか

ら

自分にも悪い

ことがあると

思ったから

相談するほど

のことではな

いと思ったから

その他

2 1 0 2 4

14.3 7.1 0.0 14.3 28.6

3 1 4 7 3

9.7 3.2 12.9 22.6 9.7

前回

今回

問27　どこ（だれ）にも相談しなかった理由〔％・複数回答〕
N = 31

％

どこ（だれ）に相談してよい
か、わからなかったから

恥ずかしくて誰にも言えな
かったから

相談しても無駄だと思った
から

相談したことがわかると仕
返しやもっとひどいことをさ
れるから

相談窓口の担当者の言動
により、不快な思いをすると
思ったから

自分さえ我慢すれば何とか
このままやっていけると思っ
たから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくなかっ
たから

そのことについて思い出し
たくなかったから

自分にも悪いことがあると
思ったから

相談するほどのことではな
いと思ったから

その他

無　回　答

12.9

16.1

29.0

12.9

0.0

16.1

9.7

9.7

3.2

12.9

22.6

9.7

6.5

6.7

13.3

20.0

0.0

0.0

13.3

13.3

6.7

6.7

0.0

20.0

6.7

13.3

18.8

18.8

37.5

25.0

0.0

18.8

6.3

12.5

0.0

25.0

25.0

12.5

0.0

0 10 20 30 40

全 体 男性 女性



８２ 

問 28 今後、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）を防ぐためには、どのような取組が

必要だと思いますか。 

全体では、「被害者が相談しやすい環境づくりを図る」が63.0％と最も多く、「家庭や学校で暴

力を防止するための教育の充実を図る」が33.9％、「被害者が援助を求めやすくするための情報提

供を充実する」が31.0％、「加害者への罰則を強化する」が28.6％と続いている。 

年代別では、「ＤＶを防止するための広報・啓発活動を積極的に行う」と「暴力を助長するおそ

れのある情報を規制する」が70歳以上でともに27.9％と多く、「家庭や学校で暴力を防止するため

の教育の充実を図る」と「被害者が援助を求めやすくするための情報提供を充実する」が30～39

歳でともに42.6％と多い。 

男女別では、「被害者が相談しやすい環境づくりを図る」、「家庭や学校で暴力を防止するための

教育の充実を図る」、「被害者が援助を求めやすくするための情報提供を充実する」と「被害者の

一時保護等を行う「シェルター」の設置等を図る」は女性で66.2％、37.1％、34.3％、27.7％と

多く、「ＤＶを防止するための広報・啓発活動を積極的に行う」は男性で23.5％と多い。 

ＤＶ経験の有無別では、「家庭や学校で暴力を防止するための教育の充実を図る」がＤＶ経験あ

りの回答者で43.8％とやや多い。 

 



８３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問28　ＤＶを防ぐために必要な取組〔％・複数回答〕
N = 381

％

ＤＶを防止するための広
報・啓発活動を積極的に
行う

家庭や学校で暴力を防止
するための教育の充実を
図る

職場や地域で暴力を防止
するための研修等の充実
を図る

被害者が相談しやすい環
境づくりを図る

被害者が援助を求めやす
くするための情報提供を
充実する

被害者の一時保護等を行
う「シェルター」の設置等を
図る

加害者への罰則を強化す
る

暴力を助長するおそれの
ある情報を規制する

その他

特にない

無　回　答

17.3

33.9

12.3

63.0

31.0

22.8

28.6

11.3

3.1

4.5

6.3

14.9

36.2

14.9

63.8

27.7

25.5

40.4

6.4

6.4

6.4

14.8

42.6

23.0

62.3

42.6

32.8

31.1

4.9

4.9

1.6

13.3

18.7

9.3

69.3

28.0

33.3

29.3

4.0

4.0

2.7

9.3

17.7

34.2

7.6

68.4

31.6

17.7

35.4

8.9

2.5

2.5

5.1

15.1

37.7

7.5

60.4

37.7

15.1

18.9

17.0

5.7

11.3

27.9

37.7

13.1

50.8

19.7

13.1

14.8

27.9

1.6

9.8

11.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上



８４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】「家庭や学校で暴力を防止するための教育の充実を図る」が前回（38.6％）

よりやや少なく、「被害者が相談しやすい環境づくりを図る」と「被害者が援助を求めやすくする

ための情報提供を充実する」が前回（57.6％、27.1％）よりやや多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体

ドメスティック・

バイオレンスを

防止するため

の広報・啓発

活動を積極的

に行う

家庭や学校で

暴力を防止す

るための教育

の充実を図る

職場や地域で

暴力を防止す

るための研修

などの充実を

図る

被害者が相談

しやすい環境

づくりを図る

被害者が援助

を求めやすくす

るための情報

提供を充実す

る

被害者の一時

保護などを行

う「シェルター」

の設置等を図

る

加害者への罰

則を強化する

399 79 154 37 230 108 85 115

100.0 19.8 38.6 9.3 57.6 27.1 21.3 28.8

381 66 129 47 240 118 87 109

100.0 17.3 33.9 12.3 63.0 31.0 22.8 28.6

問28．ＤＶ防止に必要と思う取り組み

前回

今回

暴力を助長す

るおそれのあ

る情報（ビデ

オ・雑誌やイン

ターネット等）

を規制する

その他 特にない 無回答

65 11 17 43

16.3 2.8 4.3 10.8

43 12 17 24

11.3 3.1 4.5 6.3

前回

今回

問28　ＤＶを防ぐために必要な取組〔％・複数回答〕
N = 381

％

ＤＶを防止するための広報・
啓発活動を積極的に行う

家庭や学校で暴力を防止す
るための教育の充実を図る

職場や地域で暴力を防止す
るための研修等の充実を図
る

被害者が相談しやすい環境
づくりを図る

被害者が援助を求めやすく
するための情報提供を充実
する

被害者の一時保護等を行う
「シェルター」の設置等を図
る

加害者への罰則を強化する

暴力を助長するおそれのあ
る情報を規制する

その他

特にない

無　回　答

17.3

33.9

12.3

63.0

31.0

22.8

28.6

11.3

3.1

4.5

6.3

23.5

29.0

13.0

59.3

27.2

17.3

27.8

10.5

3.7

4.9

9.3

12.7

37.1

11.3

66.2

34.3

27.7

29.1

11.7

2.8

4.2

4.2

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 男性 女性



８５ 

問29　①男女共同参画基本法〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

14.2

16.7

12.7

50.9

46.3

55.4

29.4

30.2

27.2

5.5

6.8

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことはあるが内容までは知らない 知らない 無 回 答

７ 男女共同参画社会 

問 29 あなたは、次にあげる言葉について知っていますか。 

①男女共同参画基本法 

全体では、「聞いたことはあるが内容までは知らない」が50.9％と多く、「知らない」が29.4％、

「言葉も内容も知っている」が14.2％と続いている。 

年代別では、18～29歳で「言葉も内容も知っている」が29.8％と多い。 

性・年代別では、「知らない」は男性の70歳以上で46.4％、女性の30～39歳で41.5％と多い。 

職業別では、「知らない」がパート・アルバイト・派遣等で41.4％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問29　①男女共同参画基本法〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

14.2

29.8

16.4

6.7

15.2

13.2

9.8

50.9

51.1

45.9

57.3

49.4

54.7

49.2

29.4

19.1

37.7

30.7

30.4

20.8

29.5

5.5

5.3

5.1

11.3

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことはあるが内容までは知らない 知らない 無 回 答



８６ 

問29　②女性の職業生活における活躍の推進に関する法律〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

5.8

6.2

5.6

37.5

39.5

36.6

49.9

46.3

52.1

6.8

8.0

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことはあるが内容までは知らない 知らない 無 回 答

②女性の職業生活における活躍の推進に関する法律 

全体では、「知らない」が49.9％と多く、「聞いたことはあるが内容までは知らない」が37.5％。

「言葉も内容も知っている」が5.8％である。 

年代別では、「言葉も内容も知っている」が18～29歳と50～59歳で10.6％、8.9％と多い。 

男女別では、「知らない」は女性で52.1％、男性で46.3％と女性の方がやや多い。 

性・年代別では、「知らない」は女性の30～39歳で61.0％と多い。 

職業別では、「知らない」が専業主婦・主夫で70.8％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問29　②女性の職業生活における活躍の推進に関する法律〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

5.8

10.6

4.9

5.3

8.9

5.7

37.5

40.4

45.9

38.7

31.6

28.3

42.6

49.9

48.9

49.2

49.3

51.9

52.8

45.9

6.8

6.7

7.6

13.2

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことはあるが内容までは知らない 知らない 無 回 答



８７ 

男性 162

女性 213

20.4

22.5

33.3

34.3

38.3

35.2

8.0

8.0

③ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

全体では、「知らない」が36.7％、「聞いたことはあるが内容までは知らない」が33.9％と同程

度で多く、「言葉も内容も知っている」が21.5％と続いている。 

年代別では、「言葉も内容も知っている」は18～29歳と30～39歳で34％台と多く、「知らない」

は年代が上がると多くなり、70歳以上で45.9％である。 

性・年代別では、「知らない」は男性の70歳以上で53.6％と多い。 

職業別では、「言葉も内容も知っている」が公務員で42.9％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問29　③ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

21.5

34.0

34.4

21.3

16.5

20.8

6.6

33.9

38.3

34.4

36.0

35.4

26.4

31.1

36.7

25.5

29.5

36.0

38.0

43.4

45.9

7.9

2.1

1.6

6.7

10.1

9.4

16.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことはあるが内容までは知らない 知らない 無 回 答



８８ 

問29　④セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

79.8

74.1

85.0

12.6

15.4

9.4

1.6

2.5

0.9

6.0

8.0

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことはあるが内容までは知らない 知らない 無 回 答

④セクシュアル・ハラスメント（セクハラ） 

全体では、「言葉も内容も知っている」が79.8％と多く、「聞いたことはあるが内容までは知ら

ない」が12.6％、「知らない」が1.6％である。 

年代別では、「言葉も内容も知っている」が18～29歳と30・40・50歳代で80％を超えて多く、60

～69歳と70歳以上で60％台と少ない。 

男女別では、「言葉も内容も知っている」は女性で85.0％、男性で74.1％と女性の方が多い。 

性・年代別では、「言葉も内容も知っている」は男性の30～39歳で90.0％と多く、40～49歳で

68.6％と少ない。「言葉も内容も知っている」は女性の18～29歳と30・40歳代で90％前後と多く、

年代が上がると少なくなり、70歳以上で63.6％と少ない。 

職業別では、「言葉も内容も知っている」が公務員で92.9％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問29　④セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

79.8

87.2

96.7

82.7

83.5

64.2

63.9

12.6

12.8

3.3

9.3

8.9

24.5

18.0

1.6

1.3

1.3

3.8

3.3

6.0

6.7

6.3

7.5

14.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことはあるが内容までは知らない 知らない 無 回 答



８９ 

男性 162

女性 213

73.5

85.0

15.4

9.4

2.5

1.9

8.6

3.8

⑤パワー・ハラスメント（パワハラ） 

全体では、「言葉も内容も知っている」が79.5％と多く、「聞いたことはあるが内容までは知ら

ない」は12.6％と続いている。 

年代別では、「聞いたことはあるが内容までは知らない」は60～69歳と70歳以上で20％台と多い。 

男女別では、「言葉も内容も知っている」は女性で85.0％、男性で73.5％と女性の方が多い。 

性・年代別では、「言葉も内容も知っている」は男女ともに18～29歳と30～39歳で80％を超えて

多く、年代が上がると少なくなり、70歳以上の男性で60.7％、女性で57.6％である。 

職業別では、「言葉も内容も知っている」が会社員（事務職）と公務員、会社員（技術職）で90％

を超えて多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問29　⑤パワー・ハラスメント（パワハラ）〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

79.5

89.4

95.1

82.7

84.8

66.0

59.0

12.6

8.5

4.9

8.0

8.9

22.6

23.0

2.1

2.1

1.3

1.3

3.8

4.9

5.8

8.0

5.1

7.5

13.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことはあるが内容までは知らない 知らない 無 回 答



９０ 

男性 162

女性 213

56.8

76.5

21.6

11.7

13.6

8.0

8.0

3.8

⑥マタニティー・ハラスメント（マタハラ） 

全体では、「言葉も内容も知っている」が67.5％と多く、「聞いたことはあるが内容までは知ら

ない」が16.3％、「知らない」が10.8％である。 

年代別では、70歳以上で「言葉も内容も知っている」が42.6％と少なく、「聞いたことはあるが

内容までは知らない」と「知らない」がともに20％台と多い。 

男女別では、「言葉も内容も知っている」は女性で76.5％、男性で56.8％と女性の方が多い。 

性・年代別では、「言葉も内容も知っている」は女性の18～29歳と30・40歳代で85％を超えて多

く、年代が上がると少なくなり、男性の60～69歳と70歳以上で42％台である。 

職業別では、「言葉も内容も知っている」で公務員が88.1％、会社員（事務職）が86.2％と多い。 

共働き状況別では、「言葉も内容も知っている」が共働きではない家庭で63.5％と少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問29　⑥マタニティー・ハラスメント（マタハラ）〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

67.5

76.6

86.9

72.0

73.4

52.8

42.6

16.3

10.6

6.6

14.7

15.2

28.3

23.0

10.8

12.8

6.6

6.7

6.3

11.3

21.3

5.5

6.7

5.1

7.5

13.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことはあるが内容までは知らない 知らない 無 回 答



９１ 

問29　⑦ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

76.1

69.8

81.2

14.7

17.3

12.2

3.7

4.9

2.8

5.5

8.0

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことはあるが内容までは知らない 知らない 無 回 答

⑦ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） 

全体では、「言葉も内容も知っている」が76.1％と多く、「聞いたことはあるが内容までは知ら

ない」が14.7％、「知らない」が3.7％である。 

年代別では、60～69歳と70歳以上で「言葉も内容も知っている」が50％台と少ない。 

男女別では、「言葉も内容も知っている」は女性で81.2％、男性で69.8％と女性の方が多い。 

性・年代別では、「言葉も内容も知っている」は女性の18～29歳と30・40・50歳代で90％前後と

多く、男性の60～69歳と70歳以上で50％程度と少ない。 

職業別では、「言葉も内容も知っている」は公務員、学生、会社員（事務職）とパート・アルバ

イト・派遣等が90％前後と多い。 

共働き状況別では、「言葉も内容も知っている」が共働きではない家庭で69.8％と少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問29　⑦ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

76.1

89.4

90.2

82.7

83.5

54.7

52.5

14.7

10.6

6.6

8.0

10.1

32.1

24.6

3.7

3.3

2.7

1.3

5.7

9.8

5.5

6.7

5.1

7.5

13.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことはあるが内容までは知らない 知らない 無 回 答



９２ 

問29　⑧ＬＧＢＴ〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

43.3

35.8

49.8

18.9

22.2

15.5

31.8

34.0

30.0

6.0

8.0

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことはあるが内容までは知らない 知らない 無 回 答

⑧ＬＧＢＴ 

全体では、「言葉も内容も知っている」が43.3％と多く、「知らない」が31.8％、「聞いたことは

あるが内容までは知らない」が18.9％と続いている。 

年代別では、「言葉も内容も知っている」が18～29歳で63.8％と多く、年代が上がると少なくな

り、70歳以上で13.1％である。「知らない」が70歳以上で50％を超えて多い。 

男女別では、「言葉も内容も知っている」は女性で49.8％、男性で35.8％と女性の方が多い。 

性・年代別では、「言葉も内容も知っている」は女性の18～29歳と30・40・50歳代で50％を超え

て多く、男性の60～69歳で26.9％、70歳以上で17.9％と少ない。 

職業別では、「言葉も内容も知っている」が公務員、会社員（事務職）、学生、パート・アルバ

イト・派遣等で50％を超えて多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問29　⑧ＬＧＢＴ〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

43.3

63.8

55.7

45.3

48.1

37.7

13.1

18.9

6.4

11.5

22.7

19.0

28.3

21.3

31.8

29.8

31.1

26.7

27.8

24.5

50.8

6.0

1.6

5.3

5.1

9.4

14.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことはあるが内容までは知らない 知らない 無 回 答



９３ 

男性 162

女性 213

26.5

33.3

39.5

45.1

25.3

16.4

8.6

5.2

⑨こうち男女共同参画センター「ソーレ」 

全体では、「聞いたことはあるが内容までは知らない」が42.5％と多く、「言葉も内容も知って

いる」が30.2％、「知らない」が20.7％である。 

年代別では、「言葉も内容も知っている」が50～59歳で41.8％と多い。 

男女別では、「言葉も内容も知っている」と「聞いたことはあるが内容までは知らない」は女性

で33.3％、45.1％、男性で26.5％、39.5％と女性の方が多い。 

性・年代別では、「言葉も内容も知っている」は女性の50～59歳で47.7％と多い。 

職業別では、「言葉も内容も知っている」が公務員で54.8％、会社員（事務職）で41.4％と多い。 

未既婚別では、「知らない」が未婚で34.3％と多い。 

ＤＶ経験の有無別では、「言葉も内容も知っている」がＤＶ経験ありの回答者で37.5％とやや多

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問29　⑨こうち男女共同参画センター「ソーレ」〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

30.2

29.8

32.8

26.7

41.8

24.5

23.0

42.5

42.6

49.2

46.7

38.0

43.4

37.7

20.7

27.7

18.0

20.0

13.9

20.8

24.6

6.6

6.7

6.3

11.3

14.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことはあるが内容までは知らない 知らない 無 回 答



９４ 

問 30 今後、男性と女性がともに家事、子育て、介護、地域活動等に積極的に参加してい

くためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

全体では、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくとること」が51.2％と多く、「「男は仕

事、女は家庭」といった固定的な考え方を押しつけない事」は36.5％、「男女ともに働きやすい環

境を整えること」が31.8％、「男女ともに育児休暇や介護休暇を取りやすい環境を整えること」が

30.4％と30％台で続いている。 

年代別では、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくとること」が30～39歳で62.3％と多

く、「男女ともに働きやすい環境を整えること」が18～29歳で44.7％、「男性が家事等をすること

への男性自身の抵抗感をなくすこと」が60～69歳で39.6％と多い。 

男女別では、「男性が家事等をすることへの男性自身の抵抗感をなくすこと」、「労働時間の短縮

等により仕事以外の時間を増やすこと」と「男性が家事等をすることへの男性自身の抵抗感をな

くすこと」は男性で29.0％、18.5％、6.8％、女性で27.2％、14.6％、4.2％と男性の方が多い。 

性・年代別では、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくとること」は男性の30～39歳で

65.0％と多く、「「男は仕事、女は家庭」といった固定的な考え方を押しつけない事」は男性の18

～29歳で55.6％、女性の30～39歳と40～49歳で50％前後と多い。「男女ともに働きやすい環境を整

えること」は女性の18～29歳で51.7％、40～49歳で42.5％と多く、「男女ともに育児休暇や介護休

暇を取りやすい環境を整えること」は女性の50・60歳代と70歳以上で45％前後と多い。「男性が家

事等をすることへの男性自身の抵抗感をなくすこと」は男性の60～69歳と70歳以上で42％台と多

い。「男女を問わず家事・子育てに積極的に参加できるよう環境を整える」は女性の18～29歳で

41.4％と多い。 

居住地区別では、加茂地区で「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくとること」が77.4％

と多い。 

職業別では、「男女ともに育児休暇や介護休暇を取りやすい環境を整えること」が専業主婦・主

夫で54.2％、会社員（事務職）で41.4％と多く、「男女を問わず家事・子育てに積極的に参加でき

るよう環境を整える」が公務員で35.7％と多い。 

未既婚別では、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくとること」が離別・死別の回答者

で63.0％と多い。 

ＤＶ経験の有無別では、ＤＶ経験ありの回答者で「「男は仕事、女は家庭」といった固定的な考

え方を押しつけない事」が50.0％、「男性が家事等をすることへの男性自身の抵抗感をなくすこと」

が46.9％、「男女を問わず家事・子育てに積極的に参加できるよう環境を整える」が34.4％と多い。 

同居している子どもの有無別では、「労働時間の短縮等により仕事以外の時間を増やすこと」が

小学生の子どもがいる家庭で32.5％と多い。 



９５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30男女が家事などに参加するのに必要な事〔％・複数回答〕
N = 381

％

男性が家事等をすること
への男性自身の抵抗感を
なくすこと

男性が家事等をすること
への女性自身の抵抗感を
なくすこと

夫婦や家族間でのコミュ
ニケーションをよくとること

「男は仕事、女は家庭」と
いった固定的な考え方を
押しつけない事

年配者やまわりの人が、
夫婦の役割分担について
理解を示すこと

労働時間の短縮等により
仕事以外の時間を増やす
こと

男女ともに働きやすい環
境を整えること

男女ともに育児休暇や介
護休暇を取りやすい環境
を整えること

男女ともに家庭生活等に
関心を高めるよう啓発や
情報提供を行う事

家事等への参加のための
仲間（ネットワーク）づくり
を進めること

家庭と仕事の両立等の問
題について男女共に相談
しやすい窓口設置

男女を問わず家事・子育
てに積極的に参加できる
よう環境を整える

その他

わからない

無　回　答

28.3

5.8

51.2

36.5

17.1

16.0

31.8

30.4

3.4

1.3

3.9

22.8

2.1

5.2

3.1

27.7

8.5

46.8

46.8

12.8

14.9

44.7

29.8

4.3

4.3

31.9

4.3

2.1

23.0

4.9

62.3

44.3

27.9

14.8

24.6

32.8

1.6

3.3

4.9

27.9

1.6

3.3

22.7

2.7

52.0

45.3

13.3

20.0

30.7

20.0

4.0

1.3

4.0

13.3

5.3

5.3

5.3

27.8

5.1

50.6

26.6

13.9

17.7

32.9

36.7

3.8

3.8

24.1

6.3

1.3

39.6

7.5

39.6

24.5

20.8

15.1

34.0

32.1

1.9

3.8

20.8

7.5

5.7

31.1

6.6

50.8

29.5

16.4

13.1

27.9

34.4

6.6

1.6

3.3

24.6

1.6

6.6

6.6

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上
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【前回調査との比較】「男女を問わず家事・子育てに積極的に参加できるよう環境を整えること」

が前回（28.3％）よりやや少なく、「男性が家事などをすることへの男性自身の抵抗感をなくすこ

と」と「労働時間の短縮などにより仕事以外の時間を増やすこと」が前回（23.3％、10.3％）よ

りやや多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体

男性が家事な

どをすることへ

の男性自身の

抵抗感をなく

すこと

男性が家事な

どをすることへ

の女性自身の

抵抗感をなく

すこと

夫婦や家族間

でのコミュニ

ケーションをよ

く図ること

「男は仕事、

女は家庭」と

いった固定的

な考え方を押

しつけないこと

年配者やまわ

りの人が、夫

婦の役割分担

について理解

を示すこと

労働時間の短

縮などにより

仕事以外の時

間を増やすこ

と

男女ともに働

きやすい環境

を整えること

399 93 16 195 129 66 41 140

100.0 23.3 4.0 48.9 32.3 16.5 10.3 35.1

381 108 22 195 139 65 61 121

100.0 28.3 5.8 51.2 36.5 17.1 16.0 31.8

問30．男女ともに各種活動への参加のため必要と思うこと

前回

今回

男女ともに育

児休暇や介護

休暇を取りや

すい環境を整

えること

男女ともに家

庭生活等に関

心を高めるよう

啓発や情報提

供を行うこと

家事等への参

加のための仲

間（ネットワー

ク）づくりを進

めること

家庭と仕事の

両立などの問

題について、

男女ともに相

談しやすい窓

口を設けること

男女を問わず

家事・子育て

に積極的に参

加できるよう環

境を整えること

その他 わからない 無回答

122 17 4 23 113 4 18 21

30.6 4.3 1.0 5.8 28.3 1.0 4.5 5.3

116 13 5 15 87 8 20 12

30.4 3.4 1.3 3.9 22.8 2.1 5.2 3.1
今回

前回

問30男女が家事などに参加するのに必要な事〔％・複数回答〕
N = 381

％

男性が家事等をすることへ
の男性自身の抵抗感をなく
すこと

男性が家事等をすることへ
の女性自身の抵抗感をなく
すこと

夫婦や家族間でのコミュニ
ケーションをよくとること

「男は仕事、女は家庭」と
いった固定的な考え方を押
しつけない事

年配者やまわりの人が、夫
婦の役割分担について理
解を示すこと

労働時間の短縮等により仕
事以外の時間を増やすこと

男女ともに働きやすい環境
を整えること

男女ともに育児休暇や介護
休暇を取りやすい環境を整
えること

男女ともに家庭生活等に関
心を高めるよう啓発や情報
提供を行う事

家事等への参加のための
仲間（ネットワーク）づくりを
進めること

家庭と仕事の両立等の問
題について男女共に相談し
やすい窓口設置

男女を問わず家事・子育て
に積極的に参加できるよう
環境を整える

その他

わからない

無　回　答

28.3

5.8

51.2

36.5

17.1

16.0

31.8

30.4

3.4

1.3

3.9

22.8

2.1

5.2

3.1

29.0

6.8

48.1

31.5

14.8

18.5

29.0

27.2

3.1

0.6

5.6

19.1

3.1

6.8

4.9

27.2

4.2

53.1

39.4

19.2

14.6

34.3

33.8

3.8

1.9

2.8

26.3

1.4

4.2

1.9

0 10 20 30 40 50 60

全 体 男性 女性



９７ 

問 31 男女共同参画を積極的に進めるために、今後、佐川町はどのようなことに力を入れ

ていくべきと思いますか。 

全体では、「保育など子育て支援のサービスを充実する」が33.3％、「介護など高齢者を支援す

るサービスを充実する」が31.8％、「学校教育において男女共同参画や人権の尊重についての教育

を充実」が27.3％と多い。 

年代別では、「保育など子育て支援のサービスを充実する」が30～39歳で50.8％と多く、「介護

など高齢者を支援するサービスを充実する」が60～69歳で41.5％、「男女共同参画や人権の尊重に

ついて啓発推進や学習機会の充実」が70歳以上で26.2％と多い。 

男女別では、「保育など子育て支援のサービスを充実する」、「介護など高齢者を支援するサービ

スを充実する」と「学校教育において男女共同参画や人権の尊重についての教育を充実」は女性

で37.6％、34.3％、28.2％、男性で27.2％、28.4％、25.3％と女性の方がやや多い。 

性・年代別では、「保育など子育て支援のサービスを充実する」は女性の30～39歳と60～69歳で

50％前後と多い。「介護など高齢者を支援するサービスを充実する」は女性の60～69歳で50.0％、

40～49歳で45.0％と多い。「学校教育において男女共同参画や人権の尊重についての教育を充実」

は男性の18～29歳で38.9％と多く、「男女共同参画に積極的に取り組む企業への支援等を検討す

る」は男性の60～69歳と70歳以上で20％前後と多い。「男女共同参画や人権の尊重について啓発推

進や学習機会の充実」は女性の70歳以上で27.3％と多い。 

職業別では、「保育など子育て支援のサービスを充実する」が農林水産業の家族従事者で83.3％、

会社員（その他）で44.4％と多い。「介護など高齢者を支援するサービスを充実する」が農林水産

業の家族従事者と商工・サービス業の家族従事者でともに50.0％と多い。「学校教育において男女

共同参画や人権の尊重についての教育を充実」が商工・サービス業の自営業主で66.7％と多く、

専業主婦・主夫と学生で40％前後と多い。 

共働き状況別では、「男女共同参画や人権の尊重について啓発推進や学習機会の充実」が共働き

ではない家庭で30.2％と多い。 

ＤＶ経験の有無別では、「保育など子育て支援のサービスを充実する」がＤＶ経験ありの回答者

で43.8％、「男女共同参画や人権の尊重について啓発推進や学習機会の充実」が28.1％と多い。 
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問31　男女共同参画において町が力をいれること〔％・複数回答〕
N = 381

％

男女共同参画や人権の
尊重について啓発推進や
学習機会の充実

学校教育において男女共
同参画や人権の尊重につ
いての教育を充実

町職員の管理職や審議
会の委員等に女性の積極
的な登用を図る

男女共同参画に積極的に
取り組む企業への支援等
を検討する

働く場での男女格差をなく
すよう事業主等に対して
働きかける

保育など子育て支援の
サービスを充実する

介護など高齢者を支援す
るサービスを充実する

女性の就業や起業への
支援、人材育成への支援
を充実する

男女がともに参画する地
域活動、ボランティア活動
を促進する

男女共同参画の視点を取
り入れた防災対策を推進
する

男女共同参画についての
相談窓口の充実や活動
場所の整備を図る

男女共同参画に視点を置
いた国際的な交流・協力
を推進する

男女の心身の健康づくり
の推進を図る

その他

わからない

無　回　答

16.0

27.3

11.8

11.0

21.0

33.3

31.8

15.0

11.0

3.7

8.1

2.6

16.5

0.8

12.3

4.2

17.0

36.2

10.6

17.0

14.9

36.2

21.3

19.1

6.4

8.5

8.5

6.4

17.0

12.8

2.1

13.1

26.2

14.8

14.8

21.3

50.8

29.5

16.4

6.6

1.6

14.8

1.6

23.0

11.5

1.6

12.0

14.7

8.0

5.3

25.3

32.0

34.7

20.0

16.0

5.3

6.7

2.7

14.7

1.3

14.7

1.3

12.7

27.8

11.4

7.6

16.5

26.6

31.6

10.1

7.6

3.8

7.6

2.5

16.5

15.2

5.1

17.0

30.2

11.3

13.2

18.9

35.8

41.5

11.3

17.0

3.8

3.8

15.1

11.3

5.7

26.2

31.1

16.4

13.1

27.9

21.3

31.1

14.8

13.1

8.2

3.3

14.8

3.3

6.6

9.8

0 10 20 30 40 50 60

全 体 18～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上
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【前回調査との比較】「学校教育において男女共同参画や人権の尊重についての教育を充実す

る」と「保育、家事、介護などの公的サービスを充実する」が前回（37.6％、41.4％）より少な

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体

男女共同参画

や人権の尊重

について啓発

の推進や学習

機会の充実を

図る

学校教育にお

いて男女共同

参画や人権の

尊重について

の教育を充実

する

町職員の管理

職や審議会の

委員などに女

性の積極的な

登用を図る

男女共同参画

に積極的に取

り組む企業へ

の支援などを

検討する

働く場での男

女格差をなく

すよう事業主

などに対して

働きかける

保育、家事、

介護などの公

的サービスを

充実する

介護など高齢

者を支援する

サービスを充

実する

399 81 150 69 54 80 165 -

100.0 20.3 37.6 17.3 13.5 20.1 41.4 -

381 61 104 45 42 80 127 121

100.0 16.0 27.3 11.8 11.0 21.0 33.3 31.8

問31．今後、佐川町はどのようなことに力をいれていくべきこと

前回

今回

女性の就業や

起業への支

援、人材育成

への支援を充

実する

男女がともに

参画する地域

活動、ボラン

ティア活動を

促進する

男女共同参画

の視点を取り

入れた防災対

策を推進する

男女共同参画

についての相

談窓口の充実

や活動場所の

整備を図る

男女共同参画

に視点を置い

た国際的な交

流・協力を推

進する

男女の心身の

健康づくりの

推進を図る

その他 わからない

66 44 19 28 10 62 7 38

16.5 11.0 4.8 7.0 2.5 15.5 1.8 9.5

57 42 14 31 10 63 3 47

15.0 11.0 3.7 8.1 2.6 16.5 0.8 12.3

前回

今回

無回答

21

5.3

16

4.2

前回

今回

問31　男女共同参画において町が力をいれること〔％・複数回答〕
N = 381

％

男女共同参画や人権の尊
重について啓発推進や学
習機会の充実

学校教育において男女共
同参画や人権の尊重につ
いての教育を充実

町職員の管理職や審議会
の委員等に女性の積極的
な登用を図る

男女共同参画に積極的に
取り組む企業への支援等を
検討する

働く場での男女格差をなく
すよう事業主等に対して働
きかける

保育など子育て支援のサー
ビスを充実する

介護など高齢者を支援する
サービスを充実する

女性の就業や起業への支
援、人材育成への支援を充
実する

男女がともに参画する地域
活動、ボランティア活動を促
進する

男女共同参画の視点を取り
入れた防災対策を推進する

男女共同参画についての
相談窓口の充実や活動場
所の整備を図る

男女共同参画に視点を置い
た国際的な交流・協力を推
進する

男女の心身の健康づくりの
推進を図る

その他

わからない

無　回　答

16.0

27.3

11.8

11.0

21.0

33.3

31.8

15.0

11.0

3.7

8.1

2.6

16.5

0.8

12.3

4.2

16.7

25.3

14.2

14.8

24.1

27.2

28.4

12.3

13.6

3.7

8.0

2.5

13.0

0.6

12.3

3.7

15.5

28.2

10.3

8.5

18.8

37.6

34.3

17.4

9.4

3.8

8.5

2.8

19.7

0.9

12.2

4.7

0 10 20 30 40

全 体 男性 女性



１００ 

問32　自由記述〔％〕

N =

全　　　体 381

男性 162

女性 213

10.8

9.3

12.2

89.2

90.7

87.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

記述あり 記述なし

問 32 男女共同参画についての意見・要望等がございましたら、どのようなことでも結構

ですので、ご自由にご記入ください。 

全体で10.8％が回答しており、主な意見として「国政・町政について」、「計画について」、

「意識について」などである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 内容 件数

国政・町政について

まず役場において積極的に男女共同参画の見本を示してみてはどうだろうか。そうすれば、解決方法も見
つかるのではないかと思う。町職員がもっと積極的に町の発展に取り組む姿勢を見せてほしい。町議も高
齢、男性優位で、佐川町の縮図のようである。各世代代表のような議会がつくれたらもっと楽しい佐川町
が生まれるかもしれない。

計画について

計画会議を男女半々で行うこと。小さな声でも握り潰さないでほしい。十人十色、もっと細かくくだき、誰も
が理解できる内容や、取組が必要ではないか。町民がひとつになれるようなイベントを、一度でいいから
考えてみてはどうだろうか。

意識について

ハード面の整備もさることながら、そもそもの意識を変えることの方が大事ではないかと思う。佐川町が先
頭に立って女性を有利にしよう。男女共同参画という言葉は知っているが、深く考えたことはないし、考え
る場面もあまりない。

アンケートについて

質問内容を既婚者対象にした方がよいものが多いと思った。給与生活者に対してと思われる設問が、大
部分において難しかった。男女共同参画についての概要等の説明もないままのアンケートは、意味のな
いことだと思う。選択肢が、そもそも、女性より男性の方が優遇されている前提でつくられていると感じた。

教育・子育てについて

佐川町ははっきり言って、保守的で男尊女卑だが、これからの時代はそれではならないと思う。しかし、そ
の解決策がないのはやはり古い体質、村社会だからである。唯一の希望は教育ではないだろうか。佐川
町は子育て世代に全く優しくないと感じる。保育士の教育にも力を入れてほしい。

５件

４位

１位

２位

３位

12件

８件

７件

５件

問32　自由記述〔％〕

N =

全　　　体 381

18～29歳 47

30～39歳 61

40～49歳 75

50～59歳 79

60～69歳 53

70歳以上 61

10.8

17.0

18.0

5.3

6.3

7.5

14.8

89.2

83.0

82.0

94.7

93.7

92.5

85.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

記述あり 記述なし



１０１ 

３．男女共同参画に関する事業所実態調査 
 

１ 貴事業所の概要 

問１ 貴事業所の業種をお選びください。 

「卸売、小売業」が17.5％と最も多く、ついで「サービス業」（14.0％）、「建設業」、「金融・保

険業」（ともに8.8％）と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 貴事業所の従業員についてお答えください。 

「10人未満」が56.1％と最も多く、ついで「10人以上29人以下」（28.1％）、「50人以上99人以下」、

「100人以上299人以下」（ともに5.3％）と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１　事業所の業種〔％〕

N =

57 8.8 7.0 1.8 5.3 17.5 8.8

0.00.0

14.0 36.8
0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

建設業 製造業 電気・ガス・水道業 運輸・通信業

卸売・小売業 金融・保険業 不動産業 飲食店・宿泊業

サービス業 その他 無回答

問２　従業員について〔％〕

N =

57 56.1 28.1 3.5 5.3 5.3
1.8

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10人未満 10人以上29人以下 30人以上49人以下 50人以上99人以下

100人以上299人以下 300人以上 無回答



１０２ 

問３ 現在在籍している従業員の平均年齢を男女別に記入してください。 

男性従業員の最少年齢は28.8歳、最大年齢は74.0歳で、平均年齢は50.0歳である。女性従業員

の最少年齢は24.0歳、最大年齢は70.8歳で、平均年齢は48.6歳である。正規・非正規従業員別で

みると、女性は正規従業員に比べて非正規従業員は最少年齢が24.0歳と低く、最大年齢が70.8歳

と高いので幅広い年齢層の従業員がいるが、男性は正規従業員に比べて非正規従業員の最大年齢

が74.0歳と高く、最少年齢も35.0歳と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 最小 最大 平均 全体 最小 最大 平均

71 28.8 74.0 50.0 82 24.0 70.8 48.6

問３　従業員の男女別年齢
男性従業員〔％〕

問３　従業員の男女別年齢
女性従業員〔％〕

全体 最小 最大 平均 全体 最小 最大 平均

153 24.0 74.0 49.2 50 28.8 65.0 47.1

問３　従業員の男女別年齢
①男性・正規従業員〔％〕

問３　従業員の男女別年齢
正規・非正規従業員〔％〕

全体 最小 最大 平均 全体 最小 最大 平均

21 35.0 74.0 57.0 47 28.0 67.0 47.1

問３　従業員の男女別年齢
①女性・正規従業員〔％〕

問３　従業員の男女別年齢
②男性・非正規従業員〔％〕

全体 最小 最大 平均

35 24.0 70.8 50.5

問３　従業員の男女別年齢
②女性・非正規従業員〔％〕



１０３ 

問４ 貴事業所において現在、女性従業員の占める割合はどのくらいですか。 

「80％未満」が31.6％と最も多く、ついで「80％以上」（19.3％）、「50％未満」（17.5％）、「30％

未満」（14.0％）と続く。「０％」は7.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 昨年度、育児休業や介護休暇を取得した従業員はいますか。取得者がいた場合は人数

をお答えください。 

「無回答」が68.4％と多いが、「出産した女性従業員」は24.6％、「配偶者が出産した男性従業

員」は14.0％となっている。「介護休暇を利用した人数」は1.8％となっている。出産した女性従

業員の数は、「１～４人」が85.7％、ついで「５～９人」が7.1％となっている。そのうち、育休

を取得した女性従業員の数は、「１～４人」が78.6％、ついで「５～９人」が7.1％となっている。

配偶者が出産した男性従業員と介護休暇を利用した人数は、すべて「１～４人」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４　女性従業員の占める割合〔％〕

N =

57 7.0 8.8 14.0 17.5 31.6 19.3 1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０％ 10％未満 30％未満 50％未満 80％未満 80％以上 無回答

問５　育児休業や介護休暇を取得した従業員の人数〔％・複数回答〕

N = 57

％

出産した女性従業員

配偶者が出産した男性従業員

介護休暇を利用した人数

無回答

24.6

14.0

1.8

68.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80



１０４ 

①出産した女性従業員 

 

 

 

 

 

 

 

 出産し育児休業を利用した女性従業員 

 

 

 

 

 

 

 

②配偶者が出産した男性従業員 

 

 

 

 

 

 

 

 配偶者が出産し育児休業を利用した男性従業員 

 

 

 

 

 

 

 

③介護休暇を利用した従業員の合計 

 

 

 

 

 

 

 

問５　①出産した女性従業員〔％〕

N =

14 85.7 7.1

0.0

7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１～４人 ５～９人 10人以上 無回答

問５　①'出産し育休した女性従業員〔％〕

N =

14 78.6 7.1

0.0

14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１～４人 ５～９人 10人以上 無回答

問５　②配偶者が出産した男性従業員〔％〕

N =

8 100.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１～４人 ５～９人 10人以上 無回答

問５　②'配偶者が出産し育休した男性従業員〔％〕

N =

8 0.0

0.0 0.0

100.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１～４人 ５～９人 10人以上 無回答

問５　③介護休暇した従業員の合計〔％〕

N =

1 100.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１～４人 ５～９人 10人以上 無回答



１０５ 

問６ 次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画を策定していますか。 

「策定しない」が77.2％と最も多く、ついで「策定している」が17.5％となっている。「策定す

る予定である」は1.8％と少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画を策定していますか。 

「策定しない」が78.9％と最も多く、ついで「策定している」が12.3％となっている。「策定す

る予定である」は1.8％と少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 貴事業所内のトイレは男女別になっていますか。 

「すべて共用」が36.8％と多く、ついで「すべて分かれている」（35.1％）、「一部分かれている」

（28.1％）と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６　次世代育成支援事業主行動計画の策定〔％〕

N =

57 17.5 1.8 77.2 3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

策定している 策定する予定である 策定しない 無回答

問７　女性活躍推進事業主行動計画の策定〔％〕

N =

57 12.3 1.8 78.9 7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

策定している 策定する予定である 策定しない 無回答

問８　事業所内のトイレが男女別となっている〔％〕

N =

57 35.1 28.1 36.8 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

すべて分かれている 一部分かれている すべて共用 無回答



１０６ 

２ 女性の活躍推進 

問９ 貴事業所において現在、次の役職における女性従業員の占める割合はどのくらいです

か。 

役員では、「０％」が49.1％と最も多く、ついで「10％未満」（12.3％）、「30％未満」（10.5％）、

「50％未満」、「80％未満」（ともに7.0％）、「80％以上」（5.3％）と続く。課長相当職以上では、

「０％」が52.6％と最も多く、ついで「10％未満」（15.8％）、「80％未満」、「80％以上」（ともに

5.3％）、「30％未満」、「50％未満」（ともに3.5％）と続く。 

①役員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②課長相当職以上 

 

 

 

 

 

 

 

問９　女性従業員の占める割合　①役員〔％〕

N =

57 49.1 12.3 10.5 7.0 7.0 5.3 8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０％ 10％未満 30％未満 50％未満 80％未満 80％以上 無回答

問９　女性従業員の占める割合　②課長相当職以上〔％〕

N =

57 52.6 15.8 3.5 3.5 5.3 5.3 14.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０％ 10％未満 30％未満 50％未満 80％未満 80％以上 無回答



１０７ 

問 10 女性を活用するために貴事業所ではどのようなことに取り組んでいますか。 

「教育や研修を、性別に関係なく実施している」が45.6％と最も多く、ついで「特にない」

（29.8％）、「仕事と家庭の両立のための制度を整備し、活用を促進している」（22.8％）、「人事考

課基準を明確に定めている」（21.1％）と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10　取り組んでいること〔％・複数回答〕
N = 57

％

企業内の推進体制を整備して
いる

問題点の調査・分析を行ってい
る

女性活用のための計画を策定
している

教育や研修を、性別に関係なく
実施している

女性を積極的に採用するなどし
ている

女性活用の重要性についての
啓発を行っている

人事考課基準を明確に定めて
いる

働きやすい職場環境づくりを
行っている

仕事と家庭の両立のための制
度を整備し、活用を促進してい
る

その他

特にない

無回答

8.8

3.5

5.3

45.6

7.0

5.3

21.1

5.3

22.8

1.8

29.8

10.5

0 10 20 30 40 50



１０８ 

問 11 今後、役員や管理職に女性を積極的に登用しようと考えていますか。 

「はい」が64.9％と多く、「いいえ」が29.8％である。 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 女性の管理職等への登用が進みにくい理由は何だと思いますか。 

「仕事と家庭の両立が難しい」が26.3％と最も多く、ついで「管理職になるのを本人が希望し

ない」、「特にない」（ともに24.6％）、「女性側の意識が伴わない」（17.5％）、「女性に向いた管理

職ポストがない」（14.0％）、「役員に相応しい女性人材の育成が十分ではない」（10.5％）と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11　女性役員・管理職の登用意向〔％〕

N =

57 64.9 29.8 5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ 無回答

問12　女性管理職登用が進まない理由〔％・複数回答〕
N = 57

％

女性側の意識が伴わない

経営陣の意識が伴わない

男性社員からの理解が得られ
ない

取引先や顧客の理解が得られ
ない

女性に向いた管理職ポストが
ない

役員に相応しい女性人材の育
成が十分ではない

安全面や体力面等女性では不
安な面がある

仕事と家庭の両立が難しい

管理職になるのを本人が希
望しない

女性は非正社員が多いため

その他

特にない

無回答

17.5

5.3

3.5

0.0

14.0

10.5

1.8

26.3

24.6

8.8

1.8

24.6

12.3

0 10 20 30



１０９ 

問 13 女性の活躍を推進する上で必要と考える取組について該当するものを選んでくださ

い。 

「女性の継続就業に関する法律整備」が42.1％と最も多く、ついで「人材育成の機会を男女平

等に与えること」、「女性の活躍の必要性についての理解促進」、「超過勤務削減等ワーク・ライフ・

バランスの推進」（ともに29.8％）、「公正・透明な人事管理制度、評価制度の構築」（28.1％）と

続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13　女性の活躍を推進する上で必要と考える取組〔％・複数回答〕
N = 57

％

女性の継続就業に関する法律
整備

公正・透明な人事管理制度、
評価制度の構築

人材育成の機会を男女平等に
与えること

女性の就業意識を高めるため
の研修機会の付与

女性の活躍の必要性について
の理解促進

超過勤務削減等ワーク・ライフ・
バランスの推進

採用・配置、昇進における女性
が満たしにくい条件の緩和

転勤時の配慮

セクシュアル・ハラスメン
ト防止等の職場環境の整備

メンター制度の導入やロー
ルモデルの育成

テレワーク等多様な働き方
の推進

その他

特にない

無回答

42.1

28.1

29.8

10.5

29.8

29.8

5.3

8.8

10.5

5.3

1.8

0.0

17.5

5.3

0 10 20 30 40 50



１１０ 

問 14 貴事業所では、女性の職域拡大にむけた取組を行っていますか。 

「行っていない」が54.4％と多く、「行っている」が35.1％である。 

 

 

 

 

 

 

 

問 15 女性の職域拡大が進みにくい理由はどのようなことだと思いますか。 

「特にない」が45.6％と最も多く、「採用条件にあう女性がいないと思うから」（21.1％）、「産

休や育児休業を取得されると困るから」（10.5％）と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14　女性の職域拡大にむけた取組〔％〕

N =

57 35.1 54.4 10.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

行っている 行っていない 無回答

問15　女性の職域拡大が進みにくい理由〔％・複数回答〕
N = 57

％

どうやって育成したらよい
かわからないから

採用条件にあう女性がいな
いと思うから

母性保護への配慮が必要だ
から

産休や育児休業を取得され
ると困るから

女性用設備を整備するコス
トがかかるため

その他

特にない

無回答

1.8

21.1

5.3

10.5

0.0

7.0

45.6

19.3

0 10 20 30 40 50



１１１ 

問 16 女性にどのような働きを期待しますか。 

「幅広い業務を経験し、幹部として働いてほしい」が38.6％と多く、「現在の業務の専門性を高

めてほしい」（33.3％）、「現状のままでよい」（22.8％）と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

問16　女性に期待する働き方〔％〕

N =

57 33.3 38.6 22.8 5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在の業務で専門性を高めてほしい 幅広い業務を経験し、幹部として働いてほしい

現状のままでよい 無回答



１１２ 

３ 男女が活躍する社会 

問 17 今後は女性の労働力が欠かせないと思いますか。 

「はい」が94.7％と大半を占めており、「いいえ」が1.8％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 女性の勤続年数が伸びる一方で、育児や介護のために労働時間に制約が生じる社員

が増えた場合、どのように対応しますか。 

「現在の業務で専門性を高めてほしい」が66.7％と最も多く、「現状のままでよい」（17.5％）、

「幅広い業務を経験し、幹部として働いてほしい」（12.3％）と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問17　今後は女性の労働力が欠かせないと思う〔％〕

N =

57 94.7 1.8 3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ 無回答

問18　育児や介護の休業を取得する社員が増えた場合の対応〔％〕

N =

57 66.7 12.3 17.5 3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在の業務で専門性を高めてほしい 幅広い業務を経験し、幹部として働いてほしい

現状のままでよい 無回答



１１３ 

問 19 （問 18 で、１を選んだ事業所におたずねします。）積極的に仕事と家庭の両立に配

慮する理由をお答えください。 

「今後は女性の労働力が欠かせないから」が52.6％と最も多く、「人材の定着による採用・育成

コストの低減が期待できるから」（22.8％）、「男女とも働き続けることができる会社は業績がよい

から」（19.3％）と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問19　積極的に仕事と家庭の両立に配慮する理由〔％・複数回答〕
N = 57

％

今後は女性の労働力が欠かせ
ないから

男女とも働き続けることができ
る会社は業績がよいから

人材の定着による採用・育成コ
ストの低減が期待できるから

少子化・高齢化への対応のた
め仕方ないから

両立支援が進んでいる会社と
して評価を得たいから

その他

無回答

52.6

19.3

22.8

5.3

0.0

1.8

31.6

0 10 20 30 40 50 60



１１４ 

問 20 女性の活躍を推進する上での課題は何だと思いますか。 

「家庭責任を考慮する必要がある」が35.1％と最も多く、「時間外や深夜の勤務をさせにくい」

（28.1％）、「特にない」（17.5％）、「一般的に女性の就業意識が低い」（14.0％）と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問20　女性の活躍を推進する上での課題〔％・複数回答〕
N = 57

％

時間外や深夜の勤務をさせにく
い

家庭責任を考慮する必要があ
る

女性のための職場環境整備に
コストがかかる

遠距離通勤や転居を伴う転勤
をさせにくい

女性の平均勤続年数が短い

一般的に女性の就業意識が低
い

中間管理職の男性や同僚の男
性の認識、理解が不十分であ
る

顧客や取引先を含め社会一般
の理解が不十分である

重量物の取扱や危険有害業務
について、法制上の制約があ
る

その他

特にない

無回答

28.1

35.1

3.5

10.5

8.8

14.0

5.3

1.8

5.3

3.5

17.5

14.0

0 10 20 30 40



１１５ 

問 21 職場におけるセクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント、マタニティー・

ハラスメント等のハラスメントを防止するため、貴事業所ではどのようなことに取り組

んでいますか。 

「苦情・相談があった場合には対応している」が43.9％と最も多く、「社内規定等でとりまとめ、

従業員に対して明示している」（33.3％）、「特に何もしていない」が29.8％と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問21　ハラスメント防止の取組〔％・複数回答〕
N = 57

％

社内規定等でとりまとめ、従業
員に対して明示している

従業員に対し、研修等により啓
発している

苦情・相談体制を整備し、従業
員に周知している

苦情・相談があった場合には
対応している

その他

現在、検討中または計画中で
ある

特に何もしていない

無回答

33.3

12.3

22.8

43.9

0.0

0.0

29.8

5.3

0 10 20 30 40 50



１１６ 

問 22 育児・介護(看護)休業制度を今後、定着させていくための課題は何だと思いますか。 

「休業中の代替要員の確保」が75.4％と最も多く、「休業中の賃金保証」（35.1％）、「人事ロー

テーションでカバーするときの業務分担」（33.3％）と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問22　育児・介護(看護)休業制度の定着に向けた課題〔％・複数回答〕
N = 57

％

休業中の代替要員の確保

復帰後の代替要員の処遇

休業中の賃金保証

復職後のポスト等受け入れ
体制

人事ローテーションでカバー
するときの業務分担

利用者、非利用者間の不公
平感の是正

特に何もしていない

その他

無回答

75.4

26.3

35.1

10.5

33.3

12.3

1.8

1.8

3.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80



１１７ 

４ 男女共同参画社会の実現に向けた町の取組 

問 23 男女共同参画を積極的に進めるために、今後、佐川町はどのようなことに力を入れ

ていくべきと思いますか。 

「保育、家事、介護等の公的サービスを充実する」が54.4％と最も多く、「町職員の管理職や審

議会の委員等に女性の積極的な登用を図る」（28.1％）、「学校教育において教育を充実する」、「男

女共同参画に積極的に取り組む企業への支援等を検討する」（ともに22.8％）、「女性の就業や起業

への支援、人材育成への支援を充実する」（21.1％）と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23　男女共同参画を積極的に進めるために力を入れていくこと〔％・複数回答〕
N = 57

％

啓発の推進や学習機会の充実
を図る

学校教育において教育を充実
する

町職員の管理職や審議会の委
員等に女性の積極的な登用を
図る

男女共同参画に積極的に取り
組む企業への支援等を検討す
る

働く場での男女格差をなくすよ
う事業主等に対して働きかける

保育、家事、介護等の公的
サービスを充実する

女性の就業や起業への支援、
人材育成への支援を充実する

男女がともに参画する地域活
動、ボランティア活動を促進す
る

 男女共同参画の視点を取
り入れた防災対策を推進す
る

男女共同参画についての相
談窓口の充実や活動場所の
整備を図る

男女共同参画に視点を置い
た国際的な交流・協力を推
進する

男女の心身の健康づくりの
推進を図る

その他

わからない

無回答

21.1

22.8

28.1

22.8

14.0

54.4

21.1

8.8

3.5

7.0

3.5

15.8

1.8

5.3

29.8
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１１８ 

問 24 自由意見 

5.3％が記述している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24　自由意見〔％〕

N =

57 5.3 94.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

記述あり 記述なし


